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(57)【要約】
　本発明は、触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）であって、前記ＣＳＦは、多孔質壁流基板、
リーンＮＯxトラップ（ＬＮＴ）触媒、及び選択的触媒還元（ＳＣＲ）のための触媒を含
み、
　前記壁流基板が、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在する基板軸方向
の長さ、及び前記壁流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含み、前記複数の
チャネルは、開放入口端及び閉鎖出口端を有する入口チャネル、並びに閉鎖入口端及び開
放出口端を有する出口チャネルを含み、
　前記ＬＮＴ触媒は、前記入口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＬＮＴ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた入口チャネル壁の一部は、前記入口端か
ら前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在し（０＜ｘ＜１００）、
　前記ＳＣＲ触媒は、前記出口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＳＣＲ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた出口チャネル壁の一部は、前記出口端か
ら前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで延在する触媒化煤フィルターに、
　並びに、前記触媒化煤フィルターを製造する方法に、前記触媒化煤フィルターを含む排
出ガス処理システムに、前記触媒化煤フィルターを使用する前記排出ガス処理の方法に、
及び前記排出ガス処理のための前記触媒化煤フィルターの使用方法に関連する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）であって、
　前記ＣＳＦは、多孔質壁流基板、リーンＮＯxトラップ（ＬＮＴ）触媒、及び選択的触
媒還元（ＳＣＲ）のための触媒を含み、
　前記壁流基板が、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在する基板軸方向
の長さ、及び前記壁流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含み、前記複数の
チャネルは、開放入口端及び閉鎖出口端を有する入口チャネル、並びに閉鎖入口端及び開
放出口端を有する出口チャネルを含み、
　前記ＬＮＴ触媒は、前記入口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＬＮＴ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた入口チャネル壁の一部は、前記入口端か
ら前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在し（０＜ｘ＜１００）、
　前記ＳＣＲ触媒は、前記出口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＳＣＲ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた出口チャネル壁の一部は、前記出口端か
ら前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで延在する触媒化煤フィルター。
【請求項２】
　ｘが５～９５の範囲である請求項１に記載の触媒化煤フィルター。
【請求項３】
　前記多孔質壁流基板が、前記壁流基板の各壁がそれぞれ入口チャネルの表面である第一
の表面、及び出口チャネルの表面である第二の表面を有するように、交互に塞がれた入口
端及び出口端を有するハニカム基板である請求項１又は２に記載の触媒化煤フィルター。
【請求項４】
　前記ＳＣＲ触媒が、１種以上のゼオライトを含む請求項１～３のいずれか１項に記載の
触媒化煤フィルター。
【請求項５】
　前記１種以上のゼオライトが、１種以上の遷移金属を含有する請求項４に記載の触媒化
煤フィルター。
【請求項６】
　前記ＳＣＲ触媒の平均粒径Ｄ９０が、前記基板の壁の平均細孔径の２５％以下である請
求項１～５のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【請求項７】
　前記ＬＮＴ触媒が、１種以上のアルカリ土類金属を含む請求項１～６のいずれか１項に
記載の触媒化煤フィルター。
【請求項８】
　前記ＬＮＴ触媒が、１種以上の白金族金属を含む請求項１～７のいずれか１項に記載の
触媒化煤フィルター。
【請求項９】
　前記ＬＮＴ触媒が、１種以上の酸素貯蔵成分を含む請求項１～８のいずれか１項に記載
の触媒化煤フィルター。
【請求項１０】
　触媒化煤フィルターを製造する方法であって、
　（ｉ）多孔質壁流基板であり、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在す
る基板軸方向の長さ、及び前記壁流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含み
、前記複数のチャネルは、開放入口端及び閉鎖出口端を有する入口チャネル、並びに閉鎖
入口端及び開放出口端を有する出口チャネルを含む多孔質壁流基板を供給する工程と、
　（ｉｉ）粒子担体材料にロジウム化合物の水溶液を含浸させる工程と、
　（ｉｉｉ）（ｉｉ）で得られた前記含浸された粒子担体材料をか焼し、担持Ｒｈ粉末を
供給する工程と、
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　（ｉｖ）粒子担体材料を蒸留水と混合し、続いて、そこにパラジウム化合物の水溶液、
及び白金化合物の水溶液を添加し、第一のスラリーを供給する工程と、
　（ｖ）前記担持Ｒｈ粉末、１種以上の酸素貯蔵材料、及び１種以上のアルカリ土類金属
化合物を（ｉｖ）で得られた前記第一のスラリーに添加し、第二のスラリーを供給する工
程と、
　（ｖｉ）任意に、前記多孔質壁流基板の壁の平均細孔径の２５％以下である平均粒径Ｄ
９０を示す前記第二のスラリーを粉砕する工程と、
　（ｖｉｉ）固体ＳＣＲ触媒を蒸留水中に懸濁し、任意に結果として生じる混合物を粉砕
し、前記多孔質壁流基板の壁の平均細孔径の２５％以下である平均粒径Ｄ９０を示す第三
のスラリーを供給する工程と、
　（ｖｉｉｉ）前記壁流基板の前記入口端を前記第二のスラリー中に、前記入口端から延
在する前記基板軸方向の長さのｘ％まで浸すことによって、前記壁流基板の前記入口チャ
ネル壁の一部をコーティングする工程（０＜ｘ＜１００）と、
　（ｉｘ）前記第二のスラリーから前記壁流基板を除去し、前記入口チャネルから過剰な
スラリーを除去する工程と、
　（ｘ）前記壁流基板の前記出口端を前記第三のスラリー中に、前記出口端から延在する
前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで浸すことによって、前記壁流基板の前記出口チ
ャネル壁の一部をコーティングする工程と、
　（ｘｉ）前記第三のスラリーから前記壁流基板を除去し、前記出口チャネルから過剰な
スラリーを除去する工程と、
　（ｘｉｉ）任意に前記コーティングされた壁流基板を乾燥、及び／又はか焼する工程と
、
を含む製造方法。
【請求項１１】
　請求項１０の方法に従って得られ得る、及び／又は得られる触媒化煤フィルター。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか１項、又は請求項１１に記載の触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）
、及び前記ＣＳＦの上流に位置するリーンＮＯxトラップ（ＬＮＴ）を含む排出ガス処理
システムであって、内燃機関からの排出ガスが前記ＬＮＴを通り、続いて前記ＣＳＦを通
って流れ得るように、前記ＬＮＴ及び前記ＣＳＦが、互いに流体連通し、前記ＬＮＴが、
入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在する基板軸方向の長さ、及び壁流基
板の内壁によって規定される複数のチャネルを含むフロースルー基板を含み、前記フロー
スルー基板が、ＬＮＴ触媒でコーティングされている排出ガス処理システム。
【請求項１３】
　前記ＬＮＴ触媒が、１種以上のアルカリ土類金属を含む請求項１２に記載の排出ガス処
理システム。
【請求項１４】
　前記ＬＮＴ触媒が、１種以上の白金族金属を含む請求項１２又は１３に記載の排出ガス
処理システム。
【請求項１５】
　内燃機関からの排出ガスを請求項１２～１４のいずれか１項に記載の排出ガス処理シス
テムを通過させる工程を含む内燃機関からの排出ガス処理の方法。
【請求項１６】
　請求項１～９のいずれか１項、若しくは請求項１１に記載の触媒化煤フィルター、又は
請求項１２～１４のいずれか１項に記載の排出ガス処理システムの、排出ガス処理のため
の使用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関からの排出ガス処理（treatment of emission）のための触媒化煤
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フィルター（catalyzed soot filter）、及びその製造方法に関連する。さらに、本発明
は、前記製造方法から得られる触媒化煤フィルター、並びに内燃機関からの排出ガス処理
の方法、及び本発明に従う触媒化煤フィルターの使用方法に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤｉＧｉｕｌｉｏら、Ｃａｔａｌｙｓｉｓ　Ｔｏｄａｙ　２０１４年、２３１、３３～
４５頁に要約されているように、希薄燃焼エンジン（lean-burn engine）は、従来の化学
量論的燃焼エンジン（stoichiometric-burn engine）よりも燃料効率が高く、少ないＣＯ

2を発生する。しかしながら、希薄燃焼エンジンの完全な商業的実施は、希薄燃焼排出条
件（lean-burn exhaust condition）下で、現在の排出ガス規制を満たすことができるコ
スト効率の高い触媒の開発を必要とし、それは、未だに主要な技術的な課題である。１９
７０年代の後半から、三元触媒（three-way catalyst）（ＴＷＣ）が化学量論的燃焼エン
ジンの排出ガスに存在する、窒素酸化物（ＮＯx）の同時還元、並びに未燃炭化水素及び
一酸化炭素（ＣＯ）の酸化のために使用されている。しかしながら、これらのＴＷＣは、
化学量論的燃焼状態に近い非常に狭い範囲において運転される場合に、十分に汚染物質を
浄化するのみであり、希薄燃焼エンジン排出において直面する、はるかに高いＯ2濃度下
で運転される場合は、非常に低いＮＯx変換を示す。この場合、ＮＯｘの還元のための２
種の既存の解決法は、リーンＮＯｘトラップ（lean NOx trap）（ＬＮＴ）、及びＮＨ3－
選択的触媒還元（selective catalytic reduction）（ＮＨ3－ＳＣＲ）触媒を含む。しか
しながら、ＬＮＴ及びＮＨ3－ＳＣＲ触媒技術の両方とも、異なるが、重大な障害に悩ま
される。例えば、ＬＮＴ触媒は、高い白金族金属負荷を必要とし、触媒当たりの著しいコ
ストをもたらす。ＮＨ3－ＳＣＲ触媒は、より安価であるが、排出ガス流に尿素を供給す
るために必要な注入システムが、排出システムの総コストを増大させる。
【０００３】
　ＤｉＧｉｕｌｉｏら、Ｃａｔａｌｙｓｉｓ　Ｔｏｄａｙ　２０１４年、２３１、３３～
４５頁に報告されているように、最近、「パッシブアンモニア（passive-ammonia）」又
は「尿素レス（urea-less）」ＳＣＲアプローチと称される新たな技術が実証されている
。ＬＮＴシステムの場合と同様に、パッシブＮＨ3アプローチは、周期的なリーン－リッ
チサイクリングに基づくが、ＬＮＴ触媒を含まない。その代わり、リッチ運転の期間中に
ＮＨ3を発生させるため、ＴＷＣが使用される。したがって、発生したＮＨ3は、続いて、
下流の床下の（under-floor）ＳＣＲ触媒に貯蔵される。十分な量のＮＨ3が貯蔵された後
、エンジンは、リーン運転に切り替わり、前記貯蔵されたＮＨ3が、上流ＴＷＣから、未
反応で進むＮＯxを還元するために使用される。
【０００４】
　前記技術は別として、排出ガス処理の効率を向上するため、特に、ディーゼル燃焼エン
ジンの使用に関わる用途で、煤フィルター中に、ＳＣＲ触媒技術を組み込むことが取り組
まれている。したがって、ＷＯ２０１２／１３５８７１Ａ１は、排出ガス制御のための多
成分（multi-component）フィルターに関連し、特にガス透過性壁を有する壁流フィルタ
ー、加水分解触媒、及び任意に煤酸化触媒、前記壁に浸透する選択的触媒還元触媒、アン
モニア酸化触媒、並びにＣＯ及び炭化水素を酸化するための酸化触媒を含む触媒品に関連
する。一方、ＷＯ２０１１／１４０２５１Ａ２は、統合されたＳＣＲ及びアンモニア酸化
（ＡＭＯＸ）触媒システムに関連し、特に選択的触媒還元によって窒素酸化物を減少させ
るための第一の区域、アンモニアを酸化するための第二の区域、及び一酸化炭素、及び炭
化水素を酸化するための第三の区域を含む触媒システムに関連する。ＷＯ２００１１／０
４１７６９Ａ２は、ディーゼルエンジン排出ガス流中に存在する一酸化炭素、窒素酸化物
、粒子状物質、及びガス状炭化水素を同時に浄化するための四元ディーゼル触媒に関係す
る。
【０００５】
　これらに加えて、高効率の排出ガス処理システムを提供しようとして、多成分システム
が、さらに提案されている。したがって、ＷＯ２０１０／１１４８７３Ａ２は、アンモニ
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ア発生、及びＮＯx貯蔵還元（ＮＳＲ）触媒又はＮＯxトラップ触媒等のＳＣＲ触媒を有し
、前記アンモニア発生触媒の下流に配置されたＳＣＲ触媒を有する排出ガス処理システム
に関連する。
【０００６】
　一方、ＥＰ２４２８６５９Ａ１は、その下流部分に銅チャバサイトを備え、その上流部
分に酸化バリウム及び白金族金属を備えるフロースルー基板（flow through substrate）
を用いる、ディーゼル排出ガスからのＮＯxを除去するための触媒に関連する。ＷＯ２０
０４／０７６８２９Ａ１は、内燃機関の希薄排出ガスにおける窒素酸化物の選択的触媒還
元のための排出ガス浄化システムであって、ＳＣＲ触媒の上流に位置するディーゼル粒子
フィルターに適用されたＮＯx貯蔵触媒の使用を伴う排出ガス浄化システムに関連する。
ＷＯ２０１４／０７２０６７Ａ１は、ＮＯx、及び粒子含有ディーゼル排出ガスを処理す
るための触媒システムであって、白金族金属を含む触媒化煤フィルターの上流に位置する
窒素酸化物貯蔵成分及び貴金属を含有する窒素酸化物貯蔵触媒の使用を伴う触媒システム
に関係する。
【０００７】
　それにもかかわらず、できるだけ少数の成分、それらにそれぞれ含有するできるだけ少
量の白金族金属によって運転し、排出ガス中のＮＯx及びＣＯの両方の還元について高効
率が得られ、その上、その過程において、できるだけ少量の過剰なアンモニアを発生させ
る、高効率の排出ガス処理システムの提供の必要性が残っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】ＷＯ２０１２／１３５８７１Ａ１
【特許文献２】ＷＯ２０１１／１４０２５１Ａ２
【特許文献３】ＷＯ２００１１／０４１７６９Ａ２
【特許文献４】ＷＯ２０１０／１１４８７３Ａ２
【特許文献５】ＥＰ２４２８６５９Ａ１
【特許文献６】ＷＯ２００４／０７６８２９Ａ１
【特許文献７】ＷＯ２０１４／０７２０６７Ａ１
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】ＤｉＧｉｕｌｉｏら、Ｃａｔａｌｙｓｉｓ　Ｔｏｄａｙ　２０１４年、
２３１、３３～４５頁。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明の目的は、その中に使用される白金族金属の量に対して、特に白金
の量に関して、粒子状物質のろ過に加えて、排出ガス中のＮＯx及びＣＯの高い変換を可
能にする触媒化煤フィルターを提供することであった。さらに、本発明の目的は、パッシ
ブＳＣＲシステム（passive SCR system）に使用される場合、すなわち、ＮＯxの窒素へ
の変換のため、原位置でアンモニアを発生するが、その過程において、
大量の過剰なアンモニアを発生することのない、その上流に位置する成分と組合せて使用
される場合に、優れたＮＯx変換効率を示す触媒化煤フィルターを提供することであった
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　したがって、驚くべきことに、触媒化煤フィルターの分けられた部分におけるリーンＮ
Ｏxトラップ触媒、及び選択的触媒還元のための触媒の特定の配置を用いることによって
、リーンＮＯxトラップにおいて比較的少量の白金族金属、特に白金、パラジウム及びロ
ジウムを用いて、ＮＯx変換及びＣＯ酸化における高い効率が得られ得ることが見出され
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ている。さらに、全く予期しなかったことに、前記ＮＯx変換及びＣＯ酸化における特に
高い効率は、前述の触媒化煤フィルターの上流で、原位置でアンモニアが発生されるパッ
シブＳＣＲシステムにおいて達成され得ることが見出されている。特に、そのような配置
を用いることによって、前記触媒化煤フィルターから出る過剰なアンモニアを、低いレベ
ルに維持することも可能であることが見出されている。
【００１２】
　したがって、本発明は、触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）であって、前記ＣＳＦは、多孔
質壁流基板、リーンＮＯxトラップ（ＬＮＴ）触媒、及び選択的触媒還元（ＳＣＲ）のた
めの触媒を含み、
　前記壁流基板が、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在する基板軸方向
の長さ、及び前記壁流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含み、前記複数の
チャネルは、開放入口端及び閉鎖出口端を有する入口チャネル、並びに閉鎖入口端及び開
放出口端を有する出口チャネルを含み、
　前記ＬＮＴ触媒は、前記入口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＬＮＴ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、
　前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた入口チャネル壁の一部は、前記入口端から前記基
板軸方向の長さのｘ％まで延在し（０＜ｘ＜１００）、
　前記ＳＣＲ触媒は、前記出口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＳＣＲ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、
　前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた出口チャネル壁の一部は、前記出口端から前記基
板軸方向の長さの１００－ｘ％まで延在する触媒化煤フィルターに関連する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　前記リーンＮＯxトラップ触媒、及び選択的触媒還元のための触媒のそれぞれが、本発
明に従う触媒化煤フィルターの、入口チャネル及び出口チャネルのそれぞれに供給される
範囲に関しては、特に制限は適用されないので、原則として、前記入口端から供給される
前記パラジウム成分の長さ、及び前記出口端から供給される白金成分の長さが、合計で前
記全体の基板軸方向の長さ、すなわちその１００％になるという条件で、入口チャネル壁
の任意の一部は、前記入口端から、前記基板軸方向の長さの全体未満まで延在するリーン
ＮＯxトラップ触媒が供給され、それにより、前記出口チャネル壁の任意の部分は、前記
出口端から、前記基板軸方向の長さの全体未満まで延在する前記選択的触媒還元のための
触媒が供給される。したがって、例として、ｘは５～９５の範囲に及び、ｘは１５～８５
、さらに好ましくは２５～７５、さらに好ましくは３５～６５、さらに好ましくは４５～
５５の範囲に及ぶことが好ましい。その代わりに、ｘは５～６５の範囲に及んでもよく、
ｘは１５～５５、さらに好ましくは２０～４５、さらに好ましくは２５～３５の範囲に及
ぶことが好ましい。
【００１４】
　前記触媒化煤フィルターに使用される前記多孔質壁流基板に関しては、その形状及び寸
法についても、それが作られる材料についても特に制限は適用されない。しかしながら、
本発明によれば、前記多孔質壁流基板は、前記壁流基板の各壁がそれぞれ入口チャネルの
表面である第一の表面、及び出口チャネルの表面である第二の表面を有するように、交互
に塞がれた入口端及び出口端を有するハニカム基板であることが好ましい。
【００１５】
　したがって、前記触媒化煤フィルターに含まれる前記壁流基板の壁の多孔度（prosity
）に関しても同様なことが適用されるので、前記多孔度は、４０～８５％の範囲に及び得
るように、好ましくは４５～８０％、さらに好ましくは５０～７５％、さらに好ましくは
５５～７０％、さらに好ましくは６０～６５％の範囲に及び得る。本出願に定義した前記
多孔度に関しては、前記多孔度は、水銀圧入法によって、さらに好ましくはＩＳＯ１５９
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０１－１：２００５に従って得られることが好ましい。
【００１６】
　本発明の触媒化煤フィルターに使用される前記壁流基板の壁の平均細孔径に関しても同
様に特に制限は適用されないので、任意の適切な平均細孔径を示す前記壁流基板が使用さ
れ得る。したがって、例として、前記基板の壁の平均細孔径は、５～５０μｍの範囲、好
ましくは、１０～４０μｍ、さらに好ましくは１３～３５μｍ、さらに好ましくは１５～
３０μｍ、さらに好ましくは１７～２５μｍ、さらに好ましくは１８～２２μｍの範囲で
あり得る。前記多孔度に関しては、前記基板の壁の平均細孔径が、コーティングされてい
ない壁流基板、すなわち、前記ＳＣＲ触媒、並びに前記パラジウム及び白金成分がその上
に供給される前のものであることに留意する。さらに、前記基板の多孔度に関して、本出
願に定義した前記壁の細孔径も同様に、好ましくは水銀圧入法によって測定される平均細
孔径、さらに好ましくはＩＳＯ１５９０１－１：２００５に従って得られる平均細孔径の
ことを称する。
【００１７】
　上述の通り、前記壁流基板が構成される材料に関して特に制限はないので、例として、
それは、金属、金属酸化物、及びセラミック材料からなる群から選択される１種以上を含
み、好ましくは、前記壁流フィルターが構成される前記材料は、コーディエライト、チタ
ン酸アルミニウム、炭化ケイ素、ムライト、及びそれらの２種以上の混合物からなる群か
ら選択される１種以上を含み、さらに好ましくは、前記壁流基板は、コーディエライト、
チタン酸アルミニウム又は炭化ケイ素から、好ましくは炭化ケイ素から作られる。
【００１８】
　本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒、及び前記選択的触媒還元のための触
媒は、それぞれ前記壁流基板の前記チャネル壁の表面に、及びそれでコーティングされた
前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に供給される
。したがって、前記それぞれの触媒成分は、前記それぞれの触媒成分でコーティングされ
た一部の下で、前記壁流基盤の壁内に含まれる細孔の少なくとも一部が、均等にそれでコ
ーティングされるように、それぞれその上に供給される前記壁流基板の一部において、前
記チャネル壁に浸透する。本発明によれば、前記コーティングされた部分の下の前記チャ
ネル壁内に位置する細孔が、前記触媒成分で、それ自体コーティングされる範囲に関して
、特に制限はないので、本発明によって与えられる可能性は、それらの前記表面から直ぐ
近くに位置する前記チャネル壁内の細孔のみをコーティングすることから、前記それぞれ
の触媒成分でコーティングされた表面下の前記チャネル壁内に位置する実質的に全ての細
孔の表面のコーティングまで及ぶ。本発明の意味の範囲内で、前記チャネル壁内の前記細
孔の表面のコーティングは、それぞれの触媒成分でコーティングされている一定の細孔内
の表面の一部のみを包囲する。したがって、例として、リーンＮＯxトラップ触媒に関し
て、それは、前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記入口チャネル壁の
表面から、前記コーティングされていない基板の壁の厚さの１０％以上の深さまで延在す
る前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記チャネル壁の表面下の前記チ
ャネル壁内の前記細孔の表面の少なくとも一部に供給され得る。しかしながら、本発明に
よれば、リーンＮＯxトラップ触媒は、前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされ
た前記入口チャネル壁の表面から、前記コーティングされていない基板の壁の厚さの１５
％以上の深さまで、さらに好ましくは前記コーティングされていない基板の壁の厚さの２
０％以上、さらに好ましくは３５％以上、さらに好ましくは４０％以上、さらに好ましく
は５０％以上の深さまで、さらに好ましくは７０％以上の深さまで延在する前記リーンＮ
Ｏxトラップ触媒でコーティングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の前
記細孔の表面の少なくとも一部に供給されることが好ましい。
【００１９】
　したがって、前記ＳＣＲ触媒に関しても同様なことが適用されるので、本発明によれば
、前記ＳＣＲ触媒は、例として、前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記出口チャネル
壁の表面から、前記コーティングされていない基板の壁の厚さの１０％以上の深さまで延
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在する前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記チャネル壁の一部の表面下の前記チャネ
ル壁内の前記細孔の表面の少なくとも一部に供給され得、好ましくは、前記ＳＣＲ触媒は
、前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記表面から、前記コーティングされていない基
板の壁の厚さの１５％以上の深さまで、さらに好ましくは２０％以上、さらに好ましくは
３５％以上、さらに好ましくは４０％以上、さらに好ましくは５０％以上の深さまで、さ
らに好ましくは７０％以上の深さまで延在する前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記
チャネル壁の一部の表面下の前記チャネル壁内の前記細孔の表面の少なくとも一部に供給
される。
【００２０】
　本発明の特定の及び好ましい実施形態に従って、前記チャネル壁内の前記リーンＮＯx

トラップ触媒、及び前記選択的触媒還元のための触媒のそれぞれの浸透度が測定され得る
方法に関しては特に制限は適用されないので、任意の考えられる方法が、この目的で使用
され得る。しかしながら、本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒、及び前記選
択的触媒還元のための触媒が、それぞれ前記チャネル壁内に延在する深さは、前記コーテ
ィングされた基板の横断面の走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）によって測定されることが好ま
しい。
【００２１】
　本発明に従う触媒化煤フィルターに含まれるＳＣＲ触媒に関しては、それに含有される
材料に関連して、アンモニアによる還元を介するＮＯxのＮ2への選択的触媒還元が、前記
材料によって触媒され得るという条件で、特に制限は適用されない。したがって、任意の
適切なＳＣＲ－活性材料が、前記ＳＣＲ触媒中に含まれ得る。しかしながら、本発明によ
れば、前記ＳＣＲ触媒は、１種以上のゼオライト、さらに好ましくは、ＢＥＡ、ＣＨＡ、
ＦＡＵ、ＦＥＲ、ＨＥＵ、ＬＥＶ、ＭＥＩ、ＭＥＬ、ＭＦＩ、ＭＯＲ（それらの２種以上
の混合構造、及び組合せを含む）からなる群から、さらに好ましくはＢＥＡ、ＣＨＡ、Ｌ
ＥＶ、ＭＦＩ（それらの２種以上の混合構造、及び組合せを含む）からなる群から選択さ
れる構造型を有する１種以上のゼオライトを含むことが好ましく、さらに好ましくは、前
記１種以上のゼオライトは、ＢＥＡ及び／又はＣＨＡ構造型の、好ましくはＣＨＡ構造型
のものであり、さらに好ましくは、前記１種以上のゼオライトは、チャバサイトを含み、
好ましくは、前記１種以上のゼオライトはチャバサイトである。
【００２２】
　さらに、本発明によれば、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従って、前記ＳＣ
Ｒ触媒中に含まれる前記１種以上のゼオライトは、１種以上の遷移金属を含有することが
さらに好ましい。前記ＳＣＲ触媒中に好ましく含まれる前記１種以上のゼオライトに好ま
しく含有される前記１種以上の遷移金属に関しては、特に制限は適用されないので、原則
として、任意の考えられる遷移金属が、それらに含有され得る。しかしながら、本発明に
よれば、前記１種以上のゼオライトは、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ｃｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆ
ｅ、Ｖ、Ｎｂ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される１種以上の遷移
金属、さらに好ましくはＣｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ、及びそれらの２種以上の混合物
からなる群から選択される１種以上の遷移金属を含有することが好ましく、さらに好まし
くは、前記１種以上のゼオライトは、Ｃｕ及び／又はＦｅ、好ましくはＣｕを含有する。
【００２３】
　前記触媒化煤フィルターの前記ＳＣＲ触媒中に好ましく含まれる前記１種以上のゼオラ
イトが１種以上の遷移金属を含有する本発明の特定の好ましい実施形態に関しては、それ
ぞれの遷移金属が、前記１種以上のゼオライトに含有される状態、それによって特に前記
１種以上の遷移金属がゼオライト中に導入される方法に関して、特に制限はない。しかし
ながら、本発明によれば、前記ＳＣＲ触媒中に好ましく含まれる前記１種以上のゼオライ
トに含有される前記１種以上の遷移金属は、前記ゼオライト中にイオン交換によって、及
び／又は含浸によって導入されていることが好ましく、前記１種以上の遷移金属は、イオ
ン交換によってそれらの中に導入されていることが、特に好ましい。
【００２４】
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　任意に１種以上の遷移金属を含有する前記１種以上の好ましいゼオライトが、本発明の
触媒化煤フィルターに含有される量に関しては、特に制限は適用されないので、これらは
、任意の適切な量で、その中に含有され得る。したがって、例として、任意に１種以上の
遷移金属を含有する前記１種以上のゼオライトは、ＳＣＲ触媒として前記触媒化煤フィル
ターに、前記出口端から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで測定された前記触媒化
煤フィルターの体積に基づいて、か焼状態で、任意に１種以上の遷移金属を含有する、前
記１種以上のゼオライトの総質量として算出される０．０５～６ｇ／ｉｎ3の範囲、さら
に好ましくは０．１～５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～４ｇ／ｉｎ3、さらに好ま
しくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは
１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．５～１．９ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量で含有
され得る。
【００２５】
　本発明の意味の範囲内で、用語「か焼状態」は、好ましくは、任意に１種以上の遷移金
属を含有する前記１種以上のゼオライトの、空気中４５０℃で１時間か焼した後の状態の
ことを称する。
【００２６】
　前記触媒煤フィルターにおける前記壁流基板上に供給される前記ＳＣＲ触媒の粒子の大
きさに関しては、前記粒子が、前記入口チャネル壁の表面上だけでなく、前記チャネル壁
の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部にも供給され得るという条件
で、特に制限は適用されない。これを達成するため、前記ＳＣＲ触媒の平均粒径Ｄ９０は
、前記基板の壁の平均細孔径の２５％以下であることが好ましい。したがって、例として
、前記ＳＣＲ触媒の平均粒径Ｄ９０は０．５～２０μｍの範囲に及び得、さらに好ましく
は、前記平均粒径Ｄ９０は１～１５μｍ、さらに好ましくは３～１０μｍ、さらに好まし
くは４～８μｍ、さらに好ましくは５～７μｍの範囲に及ぶ。
【００２７】
　本発明によれば、前記平均粒径Ｄ９０は、好ましくはレーザー回折から得られる、さら
に好ましくはＩＳＯ１３３２０：２００９に従って得られる粒度分布から算出される平均
粒径のことを称する。
【００２８】
　本発明によれば、前記触媒化煤フィルターに供給され得る前記リーンＮＯxトラップ触
媒の量に関しては、特に制限はない。したがって、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、前
記触媒化煤フィルターに、特に前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する
前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に、
前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体
積に基づいて、０．０５～６ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量で含有され得る。しかしながら、
本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、前記入口端から前記基板軸方向の長
さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤
フィルターの一部に、０．１～５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～４ｇ／ｉｎ3、さ
らに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好
ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．５～１．９ｇ／ｉｎ3の範囲の量で
含有されることが好ましい。
【００２９】
　本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得る成分に関連して、こ
れらが、排出ガスにＮＯ及び／又はＮＯ2として、好ましくはＮＯとして含有されるＮＯx

を捕捉するために適切である、又は前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有される他の成
分によるＮＯxの貯蔵を妨げないという条件で、特に制限はない。本発明によれば、前記
リーンＮＯxトラップ触媒は、１種以上のアルカリ土類金属、好ましくは、Ｍｇ、Ｃａ、
Ｂａ、Ｓｒ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上のアルカ
リ土類金属を含むことが好ましい。さらに本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触
媒は、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂａ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種
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以上のアルカリ土類金属を含むことがさらに好ましく、さらにいっそう好ましくはＭｇ、
及び／又はＢａ、好ましくはＢａが、本発明の特定の好ましい実施形態に従って、前記リ
ーンＮＯxトラップ触媒中に前記アルカリ土類金属として含有される。前記アルカリ土類
金属が、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得る形態に関しては、特に制限は適
用されないが、好ましくは、本発明の特定の好ましい実施形態に従う前記１種以上のアル
カリ土類金属は、前記リーンＮＯxトラップ触媒において、酸化物形態で含有される。
【００３０】
　本発明によれば、好ましくは前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され、それにより
、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触
媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に含有される前記１種以上のアル
カリ土類金属の量に関しては、特に制限はない。したがって、本発明の任意の特定の好ま
しい実施形態に従う前記１種以上のアルカリ土類金属は、前記入口端から前記基板軸方向
の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒
化煤フィルターの一部に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前
記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、酸化物として算出される１種以上のアルカリ土
類金属の０．０１～２ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量で含有され得る。しかしながら、本発明
によれば、前記１種以上のアルカリ土類金属は、前記入口端から前記基板軸方向の長さの
ｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィ
ルターの一部に、０．０５～１ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．１～０．８ｇ／ｉｎ3、
さらに好ましくは０．１５～０．６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２～０．４５ｇ／
ｉｎ3、さらに好ましくは０．２５～０．３８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２８～０
．３５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３０～０．３３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０
．３１～０．３２ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有されることが好ましい。本発明の意味の範
囲内で、前記特定の好ましい実施形態に従う前記アルカリ土類金属の酸化物は、ＭｇＯ、
ＣａＯ、ＢａＯ及びＳｒＯである。
【００３１】
　本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、１種以上の酸素貯蔵成分、好まし
くはジルコニア、セリア、ランタナ、プラセオジミア、ネオジミア、及びそれらの混合物
からなる群から選択される１種以上の酸素貯蔵成分を含むことが好ましい。さらに、本発
明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、セリア、ランタナ、プラセオジミア、ネ
オジミア、及びそれらの混合物からなる群から選択される１種以上の酸素貯蔵成分を含む
ことがさらに好ましく、さらに好ましくは、前記酸素貯蔵成分は、セリア、及び／又はプ
ラセオジミアを含む。本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含まれる前記
酸素貯蔵成分は、セリアを含むことが特に好ましく、さらに好ましくは、前記リーンＮＯ

xトラップ触媒中に含まれる前記酸素貯蔵成分は、セリア、及び／又はプラセオジミアで
ある。本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含まれる前記酸素貯蔵成分は
、セリアであることが特に好ましい。本発明に定義した通り、ジルコニア、セリア、ラン
タナ、プラセオジミア、ネオジミアは、好ましくは、それぞれ、化合物ＺｒＯ2、ＣｅＯ2

、Ｌａ2Ｏ3、Ｐｒ6Ｏ11、及びＮｄ2Ｏ3のことを称する。
【００３２】
　本発明によれば、好ましくは前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され、それにより
、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触
媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に含有される前記１種以上の酸素
貯蔵成分の量に関しては、前記１種以上の成分が、所定の条件下で、酸素ガスから酸素を
可逆的に貯蔵するために適しているという条件で、特に制限はない。したがって、本発明
の任意の特定の好ましい実施形態に従う前記１種以上の酸素貯蔵成分は、前記入口端から
前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティング
された前記触媒化煤フィルターの一部に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％ま
で測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、０．０１～３ｇ／ｉｎ3の範囲
に及ぶ量で含有され得る。しかしながら、本発明によれば、前記１種以上の酸素貯蔵成分



(11) JP 2018-526195 A 2018.9.13

10

20

30

40

50

は、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ
触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に、０．０５～２ｇ／ｉｎ3、
さらに好ましくは０．１～１．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２～１．２ｇ／ｉｎ3

、さらに好ましくは０．３～１ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．４～０．８ｇ／ｉｎ3、
さらに好ましくは０．４５～０．７ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～０．６ｇ／ｉ
ｎ3、さらに好ましくは０．５３～０．５５ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有されることが好ま
しい。
【００３３】
　したがって、前記ＳＣＲ触媒の量に関しても同様なことが適用されるので、それは、例
として、前記触媒化煤フィルターに、特に前記出口端から前記基板軸方向の長さの１００
－ｘ％まで延在する前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部
に、前記出口端から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで測定された前記触媒化煤フ
ィルターの体積に基づいて、０．０５～６ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量で含有され得る。し
かしながら、本発明によれば、前記ＳＣＲ触媒は、前記出口端から前記基板軸方向の長さ
の１００－ｘ％まで延在する前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルタ
ーの一部に、０．１～５ｇ／ｉｎ3の範囲の量で、さらに好ましくは０．５～４ｇ／ｉｎ3

、さらに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ3、さら
に好ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．５～１．９ｇ／ｉｎ3の範囲の
量で含有されることが好ましい。完全を期すため、本発明の意味の範囲内で、ｇ／ｉｎ3

、又はｇ／ｆｔ3で表される前記触媒化煤フィルター及び他の触媒化モノリス（monolith
）中の材料の量は、前記モノリスの（触媒）成分体積の問題となる材料のグラムでの負荷
量を反映することに留意する。この趣旨で、前記モノリス又はハニカムの体積は、その断
面積及び長さに基づいて算出される。ＮＯxを捕捉するために適切な前記１種以上の成分
に加えて、好ましくは本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従う前記１種以上のアル
カリ土類金属に加えて、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得るさらなる成分に
関しては、特に制限は適用されないので、任意の考えられる１種以上のさらなる成分が、
その中に含有され得る。しかしながら、本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒
は、１種以上の白金族金属、さらに好ましくは、白金、パラジウム、ロジウム、イリジウ
ム、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上の白金族金属を含
むことが好ましい。さらに好ましくは、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、白金、パラジ
ウム、ロジウム、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上の白
金族金属を含み、さらに好ましくは、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、白金、さらに好
ましくは白金及びパラジウムを含み、さらにいっそう好ましくは、白金、パラジウム、及
びロジウムは、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従って、前記リーンＮＯxトラ
ップ触媒中に前記白金族金属として含有される。
【００３４】
　１種以上の白金族金属が、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され、それにより、
前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒
でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に含有される本発明の特定の好まし
い実施形態に関しては、前記リーンＮＯxトラップ触媒が排出ガス中に含有されるＮＯxを
効果的に捕捉し得るという条件で、特に制限は適用されない。したがって、例として、前
記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記ＮＯxトラップ触媒でコーテ
ィングされた前記触媒化煤フィルターの一部に含有される前記１種以上の白金族金属は、
その中に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィ
ルターの体積に基づいて、前記元素として算出される１種以上の白金族金属の１～２００
ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量で含有され得る。しかしながら、本発明によれば、前記１種以
上の白金族金属は、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーン
ＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に、前記入口端
から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づい
て、前記元素として算出される１種以上の白金族金属の５～１５０ｇ／ｆｔ3の範囲の量
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で含有されることが好ましく、さらに好ましくは、前記１種以上の白金族金属は、前記リ
ーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に、１０～
１２０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３０～１００ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４０～８
０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５０～７０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５５～６５ｇ／
ｆｔ3の範囲の量で含有される。
【００３５】
　本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒は白金を含むことが特に好ましい。本
発明によれば、前記好ましい実施形態に従って、前記入口端から前記基板軸方向の長さの
ｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィ
ルターの一部に含有され得る白金の量に関しては特に制限はない。したがって、例として
、白金は、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxト
ラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に、前記入口端から前記
基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、前記
元素として算出される白金の０．５～１８０ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量で含有され得、白
金は、前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一
部に、１～１４０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５～１１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは
１０～９０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３０～７０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４０～
６０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５０～５５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有されることが好
ましい。
【００３６】
　本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒はパラジウムを含むことが、さらに好
ましく、パラジウムは、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リ
ーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に含有され
る。前記リーンＮＯxトラップ触媒中に白金を含む本発明の特定の好ましい実施形態に関
しては、パラジウムが、前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化
煤フィルターの一部に含有され得る量に関しても、同様に特に制限はない。したがって、
例として、本発明の特定の好ましい実施形態に従って、前記リーンＮＯxトラップ触媒で
コーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に含有されるパラジウムは、前記入口
端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づ
いて、前記元素として算出されるパラジウムの０．０５～１８ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量
で存在し得、好ましくは、パラジウムは、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％ま
で延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルター
の一部に、０．１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは０．５～１２ｇ／ｆｔ3、さらに好
ましくは１～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～
６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される。
【００３７】
　最後に、本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒はロジウムを含むことがさら
に好ましい。前記リーンＮＯxトラップ触媒中に、パラジウム、及び／又は白金を含む本
発明の特定の好ましい実施形態に関しては、ロジウムが、前記リーンＮＯxトラップ触媒
でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に含有され得る量に関しても、同様
に特に制限はない。したがって、例として、ロジウムは、前記入口端から前記基板軸方向
の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒
化煤フィルターの一部に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前
記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、前記元素として算出されるロジウムの０．０５
～１８ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量で含有され得、好ましくは、ロジウムは、前記入口端か
ら前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティン
グされた前記触媒化煤フィルターの一部に、０．１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは
０．５～１２ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～８
ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ／ｆ
ｔ3の範囲の量で含有される。
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【００３８】
　前記リーンＮＯxトラップ触媒が、１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は１種以上
の白金族金属を含む、本発明の特定の好ましい実施形態によれば、前記１種以上のアルカ
リ土類金属、及び前記１種以上の白金族金属は、前記壁流基板上に、任意の適切な方法で
それぞれ供給され得るので、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び前記１種以上の白金
族金属は、互いに独立して、前記壁流基板上に直接含有され得るか、及び／又は次に前記
壁流基板上に供給される別の担体材料上で、前記触媒化煤フィルターに含有され得る。し
かしながら、本発明によれば、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は前記１種以
上の白金族金属、好ましくは前記１種以上のアルカリ土類金属、及び前記１種以上の白金
族金属は、担体材料上に、特に次に前記触媒化煤フィルターの前記壁流基板上に担持され
る粒子担体材料上に、担持されていることが好ましい。したがって、本発明の特定の好ま
しい実施形態によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、本発明の任意の好ましい実施
形態に従って、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は、好ましくは及び前記白金
族金属を、それぞれ粒子担体材料上に含むことが好ましい。
【００３９】
　前記特定の好ましい実施形態に従って使用され得る前記担体に関しては、特に制限は適
用されないので、任意の適切な粒子担体材料が、これらの目的で使用され得る。したがっ
て、例として、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び前記１種以上の白金族金属が、そ
れぞれ担持されている前記粒子担体は、互いに独立して、アルミナ、シリカ、アルミナ－
シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－
アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグネ
シア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジル
コニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群か
ら、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－
アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、
マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ
－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好まし
くはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシ
ア－セリア －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及び
それらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、ジルコニア－ア
ルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混
合物からなる群から選択され得、さらに好ましくは、前記粒子担体材料は、ジルコニア－
アルミナ、及び／又はマグネシア－セリア－アルミナである。
【００４０】
　本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、パラジウム及び白金の両方を含み
、前記白金族金属は、粒子担体材料上に担持されていることが特に好ましい。前記好まし
い実施形態によれば、白金及びパラジウムが、同じ粒子上に少なくとも一部、若しくは完
全に担持されているかどうか、又は白金及びパラジウムが、前記粒子担体材料の別の粒子
上に担持されているかどうかに関しては、制限はない。しかしながら、本発明によれば、
白金及びパラジウムは、前記粒子担体材料の同じ粒子上に担持されていることが特に好ま
しく、さらに好ましくは、前記粒子担体材料は、アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、
チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ
、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグネシア－ア
ルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－
アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さら
に好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ
、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、マグネシ
ア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコ
ニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアル
ミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリ
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ア －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの
２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、ジルコニア－アルミナ、
セリア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物から
なる群から選択され、さらに好ましくは、前記粒子担体材料は、マグネシア－セリア－ア
ルミナであり、好ましくは、前記マグネシア－セリア－アルミナは、マグネシア及びセリ
アでドープされているアルミナからなり、さらに好ましくは、アルミナは、１００質量％
のマグネシア－セリア－アルミナに基づいて、１～３０質量％のマグネシア、さらに好ま
しくは５～２５質量％のマグネシア、さらに好ましくは１０～２０質量％のマグネシア、
さらに好ましくは１２～１８質量％のマグネシア、さらに好ましくは１４～１６質量％の
マグネシアで、且つそれと独立して、１００質量％のマグネシア－セリア－アルミナに基
づいて、０．５～２５質量％のセリア、さらに好ましくは１～２０質量％のセリア、さら
に好ましくは５～１５質量％のセリア、さらに好ましくは７～１２質量％のセリア、さら
に好ましくは９～１１質量％のセリアでドープされている。
【００４１】
　上述の特に好ましい実施形態の代わりに、又はそれに加えて、前記リーンＮＯxトラッ
プ触媒は、ロジウムを含み、ロジウムは、好ましくは、粒子担体材料上に担持されている
。白金及びパラジウムに関して、ロジウムが担持され得る粒子担体材料の種類又は数に関
しては特に制限はないが、本発明の前記特定の好ましい実施形態に従って、ロジウムは、
アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジ
ルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－
アルミナ、マグネシア、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタ
ナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの
２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタ
ニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ
、バリヤ－セリア－アルミナ、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、
ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物
からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ
、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ
－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好まし
くはアルミナ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミ
ナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される粒子担体材料上に担持され
ていることが好ましく、さらに好ましくは、前記粒子担体材料はジルコニア－アルミナで
あり、好ましくは前記ジルコニア－アルミナは、ジルコニアでドープされているアルミナ
からなり、さらに好ましくは、アルミナは、１００質量％のジルコニア－アルミナに基づ
いて、１～５０質量％のジルコニア、さらに好ましくは５～４０質量％のジルコニア、さ
らに好ましくは１０～３０質量％のジルコニア、さらに好ましくは１５～２５質量％のジ
ルコニア、さらに好ましくは１８～２２質量％のジルコニアでドープされている。
【００４２】
　前記リーンＮＯxトラップ触媒が、白金、パラジウム、及びロジウムを含み、前記成分
の全てが、１種以上の粒子担体材料上に供給される、本発明の特に好ましい実施形態に関
して、１種以上の前記元素が、１種以上の粒子担体材料の同じ粒子上に少なくとも一部、
若しくは完全に担持されているかどうか、又は前記３種の白金族金属の２種が、１種以上
の粒子担体材料の粒子上に少なくとも一部、若しくは完全に担持されており、且つ第３の
白金族金属が、前記粒子担体材料の別の粒子上に担持されているかどうかに関しても、同
様に特に制限はない。しかしながら、本発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒が
、白金、パラジウム、及びロジウムを含み、ロジウムは、パラジウム及び白金よりも、前
記粒子担体材料の別の粒子上に担持されていることが特に好ましい。
【００４３】
　前記ＳＣＲ触媒に関して、本発明の任意の好ましい、及び特に好ましい実施形態に従っ
て、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は前記１種以上の白金族金属がその上に
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担持されている前記粒子担体材料の大きさに関しては、前記粒子が、前記それぞれの入口
及び出口チャネル壁の表面だけでなく、前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細
孔の表面の少なくとも一部にも供給され得るという条件で、特に制限は適用されない。こ
れを達成するため、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は前記１種以上の白金族
金属がその上に担持されている前記粒子担体材料の平均粒径Ｄ９０は、前記基板の壁の平
均細孔径の２５％以下であることが好ましい。したがって、例として、前記粒子担体材料
の平均粒径Ｄ９０は０．５～２５μｍの範囲に及び得、好ましくは、前記平均粒径Ｄ９０
は１～２０μｍ、さらに好ましくは３～１５μｍ、さらに好ましくは６～１２μｍ、さら
に好ましくは８～１０μｍの範囲に及ぶ。
【００４４】
　本発明によれば、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従って、前記粒子担体材料
が、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得る量に関しては、特に制限はない。し
たがって、例として、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、前記粒子担体材料を、前記入口
端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づ
いて、０．０５～５ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量で含み得、好ましくは、前記粒子担体材料
は、前記リーンＮＯxトラップ触媒中に、０．１～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５
～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．０～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～
１．８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．４～１．６ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含まれる。本
発明によれば、前記リーンＮＯxトラップ触媒は、前記粒子担体材料を、１．４５～１．
５５ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含むことが特に好ましい。
【００４５】
　触媒化煤フィルターを提供することに加えて、本発明は、さらに触媒化煤フィルターを
製造する方法、特に本出願に定義した、その任意の特定の好ましい実施形態に従う本発明
の触媒化煤フィルターを製造する方法に関連する。したがって、本発明は、触媒化煤フィ
ルターを製造する方法、好ましくは、本出願の任意の特定の好ましい実施形態に従う触媒
化煤フィルターを製造する方法であって、前記方法が、
　（ｉ）多孔質壁流基板であり、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在す
る基板軸方向の長さ、及び前記壁流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含み
、前記複数のチャネルは、開放入口端及び閉鎖出口端を有する入口チャネル、並びに閉鎖
入口端及び開放出口端を有する出口チャネルを含む多孔質壁流基板を供給する工程と、
　（ｉｉ）粒子担体材料にロジウム化合物の水溶液を含浸させる工程と、
　（ｉｉｉ）（ｉｉ）で得られた前記含浸された粒子担体材料をか焼し、担持Ｒｈ粉末を
供給する工程と、
　（ｉｖ）粒子担体材料を蒸留水と混合し、続いて、そこにパラジウム化合物の水溶液、
及び白金化合物の水溶液を添加し、第一のスラリーを供給する工程と、
　（ｖ）前記担持Ｒｈ粉末、１種以上の酸素貯蔵材料、及び１種以上のアルカリ土類金属
化合物を（ｉｖ）で得られた前記第一のスラリーに添加し、第二のスラリーを供給する工
程と、
　（ｖｉ）任意に前記第二のスラリーを粉砕する（mill）工程（前記第二のスラリーは、
前記多孔質壁流基板の壁の平均細孔径の２５％以下である平均粒径Ｄ９０を示す）と、
　（ｖｉｉ）固体ＳＣＲ触媒を蒸留水中に懸濁し、任意に結果として生じる混合物を粉砕
し、第三のスラリーを供給する工程（前記第三のスラリーは、前記多孔質壁流基板の壁の
平均細孔径の２５％以下である平均粒径Ｄ９０を示す）と、
　（ｖｉｉｉ）前記壁流基板の前記入口端を前記第二のスラリー中に、前記入口端から延
在する前記基板軸方向の長さのｘ％まで浸すことによって、前記壁流基板の前記入口チャ
ネル壁の一部をコーティングする工程（０＜ｘ＜１００）と、
　（ｉｘ）前記第二のスラリーから前記壁流基板を除去し、好ましくは、前記壁流基板の
前記コーティングされた入口チャネル中に、前記出口チャネルの壁を通して、空気を吹き
込むことによって、前記入口チャネルから過剰なスラリーを除去する工程と、
　（ｘ）前記壁流基板の前記出口端を前記第三のスラリー中に、前記出口端から延在する
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前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで浸すことによって、前記壁流基板の前記出口チ
ャネル壁の一部をコーティングする工程と、
　（ｘｉ）前記第三のスラリーから前記壁流基板を除去し、好ましくは、前記壁流基板の
前記コーティングされた出口チャネル中に、前記入口チャネルの壁を通して、空気を吹き
込むことによって、前記出口チャネルから過剰なスラリーを除去する工程と、
　（ｘｉｉ）任意に前記コーティングされた壁流基板を乾燥、及び／又はか焼する工程と
、
を含む製造方法に関連する。
【００４６】
　工程（ｉｉ）における前記粒子担体材料の含浸に関しては、前記含浸がどのように達成
され得るかに関して特に制限はない。しかしながら、本発明の方法によれば、前記粒子担
体材料の、ロジウム化合物の水溶液による含浸は、初期湿潤（incipient wetness）によ
って達成されることが好ましい。
【００４７】
　触媒化煤フィルターを製造する本発明の方法は、（ｖｉｉｉ）で、及び（ｘ）に定義し
た前記多孔質壁流基板のそれぞれの部分をコーティングする２工程を含む。個々のコーテ
ィング工程の間、及び前記多孔質壁流基板のコーティングを完了した後、個々のコーティ
ング工程からの過剰なスラリーが、工程（ｉｘ）及び（ｘｉ）において、それぞれ除去さ
れる。最後に、前記コーティングされた多孔質壁流基板は、好ましくは、任意の工程（ｘ
ｉｉ）において、乾燥、及び／又はか焼する工程を受ける。しかしながら、さらなるコー
ティングの塗布の前に、個々のコーティングが、確実に前記壁流基板に十分に固定される
ように、本発明の方法によれば、工程（ｉｘ）及び（ｘ）の間に、前記コーティングされ
た壁流フィルター基板が、乾燥、及び／又はか焼の工程を受けることが好ましい。
【００４８】
　触媒化煤フィルターを製造する本発明の方法において使用される１工程以上の好ましい
乾燥、及びか焼する工程で使用され得る温度に関しては、特に制限は適用されないので、
原則として、任意の温度が、前記コーティングされた多孔質壁流基板の乾燥、及び／又は
か焼のために、それぞれ使用される。したがって、前記乾燥工程に関しては、個々の工程
は、互いに独立して、５０～２００℃の範囲のいずれかに含まれる乾燥温度で実施され得
、前記１工程以上の乾燥工程における乾燥温度は、互いに独立して、７０～１８０℃、さ
らに好ましくは８０～１５０℃、さらに好ましくは９０～１３０℃、さらに好ましくは１
００～１２０℃の範囲であることが好ましい。
【００４９】
　したがって、２５０～８００℃の範囲に及び得る、前記１工程以上のか焼工程における
か焼温度に関しても同様なことが適用され、本発明の方法によれば、前記１工程以上のか
焼工程におけるか焼温度は、互いに独立して、３００～６００℃、さらに好ましくは３５
０～５５０℃、さらに好ましくは４００～５００℃、さらに好ましくは４３０～４８０℃
、さらに好ましくは４４０～４６０℃の範囲であることが好ましい。
【００５０】
　本発明の方法に含まれ得る１工程以上のか焼工程の時間に関しても、か焼されたコーテ
ィングされた多孔質壁流基板が得られ得るという条件で、同様に特に制限は適用されない
。したがって、例として、前記１工程以上のか焼工程におけるか焼時間は、互いに独立し
て、０．１～５時間の範囲であり、本発明の方法によれば、前記１工程以上のか焼工程に
おけるか焼時間は、互いに独立して、０．３～３時間、さらに好ましくは０．５～２時間
、さらに好ましくは０．７～１．５時間、さらに好ましくは０．８～１．３時間、さらに
好ましくは０．９～１．１時間の範囲であることが好ましい。
【００５１】
　前記それぞれの第一、及び第二のスラリーが、本発明に従って、触媒化煤フィルターの
前記それぞれの入口、出口チャネル壁に供給される範囲に関しては、特に制限は適用され
ないので、原則として、前記入口端から供給される前記第一のスラリーの長さ、及び前記
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出口端から供給される前記第二のスラリーの長さが、合計で前記基板軸方向の長さ、すな
わちその１００％になるという条件で、前記入口チャネル壁の任意の一部が、前記入口端
から前記基板軸方向の長さの全体未満まで延在する前記第一のスラリーでコーティングさ
れ得、それにより、前記出口チャネル壁の任意の一部が、前記出口端から前記基板軸方向
の長さの全体未満まで延在する前記第二のスラリーでコーティングされ得る。したがって
、例として、ｘは、５～９５の範囲に及び、ｘは１５～８５、さらに好ましくは２５～７
５、さらに好ましくは３５～６５、さらに好ましくは４５～５５の範囲に及ぶことが好ま
しい。しかしながら、本発明の方法によれば、その代わりに、ｘは５～６５の範囲に及ぶ
ことが好ましく、ｘは１５～５５、さらに好ましくは２０～４５、さらに好ましくは２５
～３５の範囲に及ぶことが好ましい。
【００５２】
　担持ロジウム粉末を供給するための前記粒子担体材料を含浸させるために、本発明の方
法の工程（ｉｉ）において使用され得るロジウム化合物に関しては、任意の考えられるロ
ジウム化合物が、この趣旨で使用され得、工程（ｉｉ）において水溶液として添加される
前記ロジウム化合物は、ロジウム塩、さらに好ましくは、硝酸ロジウム、硫酸ロジウム、
塩化ロジウム、酢酸ロジウム、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される
ロジウム塩であることが好ましく、さらに好ましくは、前記ロジウム塩は、硝酸ロジウム
である。
【００５３】
　第一のスラリーを調製するために、本発明の方法の工程（ｉｖ）において使用され得る
パラジウム化合物に関しては、任意の考えられるパラジウム化合物が、この趣旨で使用さ
れ得、工程（ｉｖ）において水溶液として添加される前記パラジウム化合物は、パラジウ
ム塩、さらに好ましくは硝酸パラジウム、硫酸パラジウム、塩化パラジウム、塩化テトラ
アミンパラジウム、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択されるパラジウム
塩であることが好ましく、さらに好ましくは、前記パラジウム塩は、硝酸パラジウムであ
る。
【００５４】
　第一のスラリーを調製するために、本発明の方法の工程（ｉｖ）において使用され得る
白金化合物に関しては、任意の考えられる白金化合物が、この趣旨で使用され得、工程（
ｉｖ）において水溶液として添加される前記白金化合物は、白金塩、さらに好ましくは、
硝酸白金、硫酸白金、塩化白金、白金テトラモノエタノールアミン水酸化物（platinum t
etra monoethanolamine hydroxide）、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選
択される白金塩であることが好ましく、さらに好ましくは、前記白金塩は、パラジウム白
金テトラモノエタノールアミン水酸化物（palladium platinum tetra monoethanolamine 
hydroxide）である。
【００５５】
　本発明の方法の工程（ｉ）において使用され得る前記多孔質壁流基板に関しては、その
形状、及び寸法にも、それが作られる材料に関しても、特に制限は適用されない。しかし
ながら、本発明によれば、前記多孔質壁流基板は、前記壁流基板の各壁がそれぞれ入口チ
ャネルの表面である第一の表面、及び出口チャネルの表面である第二の表面を有するよう
に、交互に塞がれた入口端及び出口端を有するハニカム基板であることが好ましい。
【００５６】
　したがって、工程（ｉ）において本発明の方法で使用され得る前記壁流基板の壁の多孔
度に関しても同様なことが適用されるので、前記多孔度は、４０～８５％の範囲に及び得
るように、好ましくは４５～８０％、さらに好ましくは５０～７５％、さらに好ましくは
５５～７０％、さらに好ましくは６０～６５％の範囲に及び得る。本出願に定義した前記
多孔度に関しては、前記多孔度は、水銀圧入法によって、さらに好ましくはＩＳＯ１５９
０１－１：２００５に従って得られることが好ましい。
【００５７】
　工程（ｉ）において本発明の方法で使用され得る前記壁流基板の壁の平均細孔径に関し
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ても、同様に特に制限は適用されないので、任意の適切な平均細孔径を示す前記壁流基板
が使用され得る。したがって、例として、前記基板の壁の平均細孔径は、５～５０μｍの
範囲、好ましくは、１０～４０μｍ、さらに好ましくは１３～３５μｍ、さらに好ましく
は１５～３０μｍ、さらに好ましくは１７～２５μｍ、さらに好ましくは１８～２２μｍ
の範囲であり得る。前記多孔度に関しては、前記基板の壁の平均細孔径が、コーティング
されていない壁流基板、すなわち、前記ＳＣＲ触媒、並びに前記パラジウム及び白金成分
がその上に供給される前のものであることに留意する。さらに、前記基板の多孔度に関し
て、本出願に定義した前記壁の細孔径も同様に、好ましくは水銀圧入法によって測定され
る平均細孔径、さらに好ましくはＩＳＯ１５９０１－１：２００５に従って得られる平均
細孔径のことを称する。
【００５８】
　上述の通り、工程（ｉ）において供給される前記壁流基板が構成される材料に関して特
に制限はないので、例として、それは、金属、金属酸化物、及びセラミック材料からなる
群から選択される１種以上を含み、好ましくは、前記壁流フィルターが構成される前記材
料は、コーディエライト、チタン酸アルミニウム、炭化ケイ素、ムライト、及びそれらの
２種以上の混合物からなる群から選択される１種以上を含み、さらに好ましくは、前記壁
流基板は、コーディエライト、チタン酸アルミニウム、又は炭化ケイ素から、好ましくは
炭化ケイ素から作られる。
【００５９】
　本発明に従う方法において使用される前記固体ＳＣＲ触媒に関しては、それに含有され
る材料に関連して、アンモニアによる還元を介するＮＯxのＮ2への選択的触媒還元が、前
記材料によって触媒され得るという条件で、特に制限は適用されない。したがって、任意
の適切なＳＣＲ－活性材料が、前記固体ＳＣＲ触媒中に含まれ得る。しかしながら、本発
明によれば、前記固体ＳＣＲ触媒は、１種以上のゼオライト、さらに好ましくは、ＢＥＡ
、ＣＨＡ、ＦＡＵ、ＦＥＲ、ＨＥＵ、ＬＥＶ、ＭＥＩ、ＭＥＬ、ＭＦＩ、ＭＯＲ（それら
の２種以上の混合構造、及び組合せを含む）からなる群から、さらに好ましくはＢＥＡ、
ＣＨＡ、ＬＥＶ、ＭＦＩ（それらの２種以上の混合構造、及び組合せを含む）からなる群
から選択される構造型を有する１種以上のゼオライトを含むことが好ましく、さらに好ま
しくは、前記１種以上のゼオライトは、ＢＥＡ及び／又はＣＨＡ構造型の、好ましくはＣ
ＨＡ構造型のものであり、さらに好ましくは、前記１種以上のゼオライトは、チャバサイ
トを含み、好ましくは、前記１種以上のゼオライトはチャバサイトである。
【００６０】
　さらに、本発明によれば、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従って、（ｖｉｉ
）において使用される前記固体ＳＣＲ触媒中に含まれる前記１種以上のゼオライトは、１
種以上の遷移金属を含有することがさらに好ましい。前記固体ＳＣＲ触媒中に好ましく含
まれる前記１種以上のゼオライトに好ましく含有される前記１種以上の遷移金属に関して
は、特に制限は適用されないので、原則として、任意の考えられる遷移金属が、それらに
含有され得る。しかしながら、本発明によれば、前記１種以上のゼオライトは、Ｐｔ、Ｐ
ｄ、Ｒｈ、Ｃｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｖ、Ｎｂ、及びそれらの２種以上の混合物か
らなる群から選択される１種以上の遷移金属、さらに好ましくはＣｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ
、Ｆｅ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される１種以上の遷移金属を
含有することが好ましく、さらに好ましくは、前記１種以上のゼオライトは、Ｃｕ及び／
又はＦｅ、好ましくはＣｕを含有する。
【００６１】
　前記触媒化煤フィルターの前記固体ＳＣＲ触媒中に好ましく含まれる前記１種以上のゼ
オライトが、１種以上の遷移金属を含有する本発明の特定の好ましい実施形態に関しては
、それぞれの遷移金属が、前記１種以上のゼオライトに含有される状態、それによって特
に前記１種以上の遷移金属がゼオライト中に導入される方法に関して、特に制限はない。
しかしながら、本発明によれば、前記固体ＳＣＲ触媒中に好ましく含まれる前記１種以上
のゼオライトに含有される前記１種以上の遷移金属は、前記ゼオライト中にイオン交換に
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よって、及び／又は含浸によって導入されていることが好ましく、前記１種以上の遷移金
属は、イオン交換によってそれらの中に導入されていることが、特に好ましい。
【００６２】
　任意に１種以上の遷移金属を含有する前記１種以上の好ましいゼオライトが、前記壁流
基板上にコーティングされる量に関しては、特に制限は適用されないので、これらは、任
意の適切な量で、その上にコーティングされ得る。したがって、例として、工程（ｘ）及
び（ｘｉ）において、任意に１種以上の遷移金属を含有する前記１種以上のゼオライトは
、前記壁流基板上に、前記出口端から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで測定され
た前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、か焼状態で、任意に１種以上の遷移金属を
含有する、前記１種以上のゼオライトの総質量として算出される０．０５～６ｇ／ｉｎ3

、好ましくは０．１～５ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量でコーティングされ得る。しかしなが
ら、本発明によれば、任意に１種以上の遷移金属を含有する前記１種以上のゼオライトは
、前記壁流基板上に、０．５～４ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さ
らに好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3の範囲の量
でコーティングされることが好ましい。本発明によれば、工程(ｘ)、及び（ｘｉ）におい
て、任意に１種以上の遷移金属を含有する前記１種以上の好ましいゼオライトは、前記壁
流基板上に、１．５～１．９ｇ／ｉｎ3の範囲の量でコーティングされることが特に好ま
しい。
【００６３】
　工程（ｖｉｉ）において得られる、前記第三のスラリーに含有される前記固体ＳＣＲ触
媒の粒子の大きさに関しては、前記粒子が、（ｘ）及び（ｘｉ）において、前記入口チャ
ネル壁の表面上だけでなく、前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の
少なくとも一部にもコーティングされ得るという条件で、特に制限は適用されない。これ
を達成するため、前記固体ＳＣＲ触媒の平均粒径Ｄ９０は、前記基板の壁の平均細孔径の
２５％以下であることが好ましい。したがって、例として、前記固体ＳＣＲ触媒の平均粒
径Ｄ９０は０．５～２０μｍの範囲に及び得、さらに好ましくは、前記平均粒径Ｄ９０は
１～１５μｍ、さらに好ましくは３～１０μｍ、さらに好ましくは４～８μｍ、さらに好
ましくは５～７μｍの範囲に及ぶ。
【００６４】
　本発明によれば、（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記壁流基板上にコーティング
され得るロジウム、パラジウム、又は白金の量に関しては、特に制限はない。したがって
、ロジウムに関しては、（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記壁流基板上に、前記入
口から前記基板軸方向の長さのｘ％まで、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％ま
で測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、前記元素として算出されるロジ
ウムの０．５～２０ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量で、コーティングされ得る。しかしながら
、本発明によれば、ロジウムは、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在す
る前記壁流基板上に、１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは２～１０ｇ／ｆｔ3、さらに
好ましくは２．５～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～７ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは
３．５～６．５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５
～５．５ｇ／ｆｔ3の範囲の量でコーティングされることが好ましい。パラジウムに関し
ては、（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記壁流基板上に、前記入口端から前記基板
軸方向の長さのｘ％まで、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前
記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、前記元素として算出されるパラジウムの０．５
～２０ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量で、コーティングされ得る。しかしながら、本発明によ
れば、パラジウムは、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記壁流
基板上に、１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは２～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは
２．５～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～７ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３．５～６
．５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ
／ｆｔ3の範囲の量でコーティングされることが好ましい。
【００６５】
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　したがって、前記白金の量に関しても同様なことが適用されるので、例えば、工程（ｖ
ｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在す
る前記壁流基板上に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触
媒化煤フィルターの体積に基づいて、前記元素として算出される白金の０．５～１８０ｇ
／ｆｔ3の範囲の量でコーティングされ得る。本発明によれば、白金は、工程（ｖｉｉｉ
）及び（ｉｘ）において、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前記
壁流基板上に、１～１４０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５～１１０ｇ／ｆｔ3、さらに好
ましくは１０～９０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３０～７０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましく
は４０～６０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５０～５５ｇ／ｆｔ3の範囲の量でコーティン
グされることが好ましい。
【００６６】
　ロジウムを担持するために、工程（ｉｉ）において使用され得る粒子担体材料に関して
は、特に制限は適用されないので、任意の適切な粒子担体材料が、これらの目的で使用さ
れ得る。したがって、例として、ロジウムが担持される前記粒子担体材料は、アルミナ、
シリカ、アルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－
アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、
マグネシア、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミ
ナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の
混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アル
ミナ、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－
セリア－アルミナ、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－
アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群
から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア－
アルミナ、マグネシア－セリア －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニ
ア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミ
ナ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、及びそ
れらの２種以上の混合物からなる群から選択され得、さらに好ましくは、前記粒子担体材
料は、ジルコニア－アルミナであり、好ましくは、前記ジルコニア－アルミナは、ジルコ
ニアでドープされているアルミナからなり、さらに好ましくは、アルミナは、１００質量
％のジルコニア－アルミナに基づいて、１～５０質量％のジルコニア、さらに好ましくは
５～４０質量％のジルコニア、さらに好ましくは１０～３０質量％のジルコニア、さらに
好ましくは１５～２５質量％のジルコニア、さらに好ましくは１８～２２質量％のジルコ
ニアでドープされている。
【００６７】
　パラジウム及び白金を担持するために、工程（ｉｖ）において使用され得る粒子担体材
料に関しても、同様に特に制限は適用されないので、任意の適切な粒子担体材料が、これ
らの目的で使用され得る。したがって、例として、パラジウム及び白金が担持される前記
粒子担体材料は、アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ
、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、
バリア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－
アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニ
ア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミ
ナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、
セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セ
リア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの
２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジル
コニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア －アルミナ、ランタナ－ア
ルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群か
ら、さらに好ましくはアルミナ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア
－セリア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択され、さらに好
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ましくは、前記粒子担体材料は、マグネシア－セリア－アルミナであり、好ましくは、前
記マグネシア－セリア－アルミナは、マグネシア及びセリアでドープされているアルミナ
からなり、さらに好ましくは、アルミナは、１００質量％のマグネシア－セリア－アルミ
ナに基づいて、１～３０質量％のマグネシア、さらに好ましくは５～２５質量％のマグネ
シア、さらに好ましくは１０～２０質量％のマグネシア、さらに好ましくは１２～１８質
量％のマグネシア、さらに好ましくは１４～１６質量％のマグネシアで、且つそれと独立
して、１００質量％のマグネシア－セリア－アルミナに基づいて、０．５～２５質量％の
セリア、さらに好ましくは１～２０質量％のセリア、さらに好ましくは５～１５質量％の
セリア、さらに好ましくは７～１２質量％のセリア、さらに好ましくは９～１１質量％の
セリアでドープされている。
【００６８】
　ＳＣＲ触媒に関して、工程（ｉｉ）においてロジウムがその上に担持される、並びに工
程（ｉｖ）においてパラジウム及び白金がその上に担持される前記粒子担体材料の大きさ
に関しては、前記粒子が、工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記入口チャネル壁
の表面だけでなく、前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくと
も一部にもコーティングされ得るという条件で、特に制限は適用されない。これを達成す
るため、ロジウム並びに白金及びパラジウムが、それぞれその上に担持される工程（ｉｉ
）及び（ｉｖ）の前記粒子担体材料の平均粒径Ｄ９０は、前記基板の壁の平均細孔径の２
５％以下であることが好ましい。したがって、例として、前記それぞれの粒子担体材料の
平均粒径Ｄ９０は０．５～２５μｍの範囲に及び得、好ましくは、前記平均粒径Ｄ９０は
１～２０μｍ、さらに好ましくは３～１５μｍ、さらに好ましくは６～１２μｍ、さらに
好ましくは８～１０μｍの範囲に及ぶ。
【００６９】
　本発明によれば、工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、本発明の方法の任意の特定
の好ましい実施形態に従って、前記粒子担体材料が、前記壁流基板上にコーティングされ
得る量に関しては、特に制限はない。したがって、例として、前記粒子担体材料は、工程
（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記壁流基板上に、前記入口端から前記基板軸方向
の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、０．０５～５ｇ
／ｉｎ3の範囲に及ぶ量でコーティングされ得、好ましくは、前記粒子担体材料は、工程
（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、０．１～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～
２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．０～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～１
．８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．４～１．６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．４５
～１．５５ｇ／ｉｎ3の範囲の量でコーティングされる。
【００７０】
　工程（ｘ）及び（ｘｉ）において、前記壁流基板上に、コーティングされ得る前記固体
ＳＣＲ触媒の量に関しても同様なことが適用され、同様に特に制限は適用されないので、
任意の適切な量がその上に供給され得る。したがって、例として、前記固体ＳＣＲ触媒は
、工程（ｘ）及び（ｘｉ）において、前記壁流基板上に、前記出口端から前記基板軸方向
の長さの１００－ｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、０．０
５～６ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量でコーティングされ得る。しかしながら、本発明によれ
ば、工程（ｘ）及び（ｘｉ）において、前記固体ＳＣＲ触媒は、前記壁流基板上に、０．
１～５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～４ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．８～３
ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～２ｇ／ｉ
ｎ3、さらに好ましくは１．５～１．９ｇ／ｉｎ3の範囲の量でコーティングされることが
好ましい。
【００７１】
　本出願に記載された任意の上述の特定の好ましい実施形態に従って、触媒化煤フィルタ
ーを提供することに加えて、本出願は、さらに、本出願に定義した、本発明の任意の特定
の好ましい実施形態に従う触媒化煤フィルターを製造するための本発明の方法によって得
られる（obtained）、及び／又は得られ得る（obtainable）触媒化煤フィルターに関連す
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る。特に、本発明は、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従う方法によって直接得
られ得る触媒化煤フィルター、すなわち、本発明の直接生成物だけでなく、それに従って
前記触媒化煤フィルターが得られる実際の方法に関わりなく、それが本発明の任意の特定
の好ましい実施形態に従う本発明の方法によって得られ得るという条件で、本発明の任意
の特定の好ましい実施形態に定義した本発明の方法に従って得られ得る（may be obtaine
d）、すなわち得られ得る（obtainable）触媒化煤フィルターにも関連する。
【００７２】
　さらに、本発明によれば、上記で定義した本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従
う触媒化煤フィルターは、特に排出ガスライン等において、それ自体、又は１種以上の更
なる触媒、及び／又は非触媒成分と組合せて使用され得る。したがって、本発明は、さら
に、排出ガス処理システムであって、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従う本発
明の触媒化煤フィルターが前記排出ガス処理システムに含有されるシステムに関連する。
【００７３】
　したがって、本発明はまた、本出願に記載された任意の特定の好ましい実施形態に従う
、並びに本発明の方法の任意の特定の好ましい実施形態に従って得られ得る、及び／又は
得られる触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）、及び前記ＣＳＦの上流に位置するリーンＮＯx

トラップ（ＬＮＴ）を含む排出ガス処理システムであって、内燃機関からの排出ガスが前
記ＬＮＴを通り、続いて前記ＣＳＦを通って流れ得るように、前記ＬＮＴ及び前記ＣＳＦ
が、互いに流体連通し（in fluid communication）、前記ＬＮＴが、入口端、出口端、前
記入口端と前記出口端の間に延在する基板軸方向の長さ、及び壁流基板の内壁によって規
定される複数のチャネルを含むフロースルー基板を含み、前記フロースルー基板が、第二
のＬＮＴ触媒でコーティングされている排出ガス処理システムにも関連する。完全を期す
ため、本明細書で、前記排出ガス処理システムの前記ＬＮＴに含有されるリーンＮＯxト
ラップ（ＬＮＴ）触媒のための用語「第二の」は、それを、前記触媒化煤フィルターに含
有されるリーンＮＯxトラップ（ＬＮＴ）触媒と区別するのに役立つことが示される。し
たがって、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従う前記触媒化煤フィルターに含有
される前記リーンＮＯxトラップ触媒も、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従う
前記排出ガス処理システムにおいて、前記ＬＮＴと組合せて考慮される場合、「第一の」
リーンＮＯxトラップ触媒を構成するものと考えられ得る。その結果、前記第二のリーン
ＮＯxトラップ触媒か、そうでないと明示される場合を除き、本出願の意味の範囲内で、
用語「リーンＮＯxトラップ触媒」又は「ＬＮＴ触媒」は、特に本発明の任意の特定の好
ましい実施形態に従う前記排出ガス処理システムとの関連で使用される場合、「第一のリ
ーンＮＯxトラップ触媒」又は「第一のＬＮＴ触媒」と同義である。
【００７４】
　本発明によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得る成分に関して
は、これらが、排出ガスにＮＯ及び／又はＮＯ2として、好ましくはＮＯとして含有され
るＮＯxを捕捉するために適切であるか、又は前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含
有される他の成分によるＮＯxの貯蔵を妨げないという条件で、特に制限はない。本発明
によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、１種以上のアルカリ土類金属、好ま
しくは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択さ
れる１種以上のアルカリ土類金属を含むことが好ましい。さらに本発明によれば、前記第
二のリーンＮＯxトラップ触媒は、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂａ、及びそれらの２種以上の組合せか
らなる群から選択される１種以上のアルカリ土類金属を含むことがさらに好ましく、さら
にいっそう好ましくはＭｇ、及び／又はＢａ、好ましくはＭｇ及びＢａが、本発明の特定
の好ましい実施形態に従って、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に前記アルカリ土
類金属として含有される。前記アルカリ土類金属が、前記第二のリーンＮＯxトラップ触
媒中に含有され得る形態に関しては、特に制限は適用されないが、好ましくは、本発明の
特定の好ましい実施形態に従う前記１種以上のアルカリ土類金属は、前記第二のリーンＮ
Ｏxトラップ触媒において、酸化物形態で含有される。
【００７５】
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　本発明によれば、好ましくは前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含有される前記
１種以上のアルカリ土類金属の量に関しては、特に制限はない。したがって、本発明の任
意の特定の好ましい実施形態に従う前記１種以上のアルカリ土類金属は、前記第二のリー
ンＮＯxトラップ触媒中に、前記ＬＮＴの総体積に基づいて、元素として算出される１種
以上のアルカリ土類金属の０．０５～２ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量で含有され得る。しか
しながら、本発明によれば、前記１種以上のアルカリ土類金属は、前記第二のリーンＮＯ

xトラップ触媒中に、０．１～１．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２～１ｇ／ｉｎ3

、さらに好ましくは０．２５～０．７ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３～０．５ｇ／
ｉｎ3、さらに好ましくは０．３５～０．４５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３７～０
．４２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３９～０．４ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有される
ことが好ましい。本発明の意味の範囲内で、ｇ／ｉｎ3、又はｇ／ｆｔ3で表される前記触
媒化煤フィルター、及びその他の触媒化モノリス中の材料の量は、前記モノリスの（触媒
）成分体積の問題となる材料のグラムでの負荷量を反映することに留意する。この趣旨で
、前記モノリス又はハニカムの体積は、その断面積及び長さに基づいて算出される。
【００７６】
　ＮＯxを捕捉するために適切な前記１種以上の成分に加えて、好ましくは本発明の任意
の特定の好ましい実施形態に従う前記１種以上のアルカリ土類金属に加えて、前記第二の
リーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得るさらなる成分に関しては、特に制限は適用さ
れないので、任意の考えられる１種以上のさらなる成分が、その中に含有され得る。しか
しながら、本発明によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、１種以上の白金族
金属、さらに好ましくは、白金、パラジウム、ロジウム、イリジウム、及びそれらの２種
以上の組合せからなる群から選択される１種以上の白金族金属を含むことが好ましい。さ
らに好ましくは、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、白金、パラジウム、ロジウム
、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上の白金族金属を含み
、さらに好ましくは、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、白金、さらに好ましくは
白金及びパラジウムを含み、さらにいっそう好ましくは、白金、パラジウム、及びロジウ
ムは、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従って、前記第二のリーンＮＯxトラッ
プ触媒中に前記白金族金属として含有される。
【００７７】
　１種以上の白金族金属が、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含有される本発明
の特定の好ましい実施形態に関しては、前記リーンＮＯxトラップ触媒が排出ガス中に含
有されるＮＯxを効果的に捕捉し得るという条件で、特に制限は適用されない。したがっ
て、例として、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含有される前記１種以上の白金
族金属は、その中に、前記ＬＮＴの総体積に基づいて、前記元素として算出される１種以
上の白金族金属の１～２００ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量で含有され得る。しかしながら、
本発明によれば、前記１種以上の白金族金属は、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中
に、前記ＬＮＴの総体積に基づいて、前記元素として算出される１種以上の白金族金属の
１０～４００ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有されることが好ましく、さらに好ましくは、前
記１種以上の白金族金属は、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に、３０～３００ｇ
／ｆｔ3、さらに好ましくは５０～２５０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは８０～２２０ｇ／
ｆｔ3、さらに好ましくは１００～２００ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１３０～１８０ｇ
／ｆｔ3、さらに好ましくは１４０～１６０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１４５～１５５
ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される。
【００７８】
　本発明によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、白金を含むことが特に好ま
しい。本発明によれば、前記好ましい実施形態に従って、前記第二のリーンＮＯxトラッ
プ触媒中に含有され得る白金の量に関しては特に制限はない。したがって、例として、白
金は、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に、前記ＬＮＴの総体積に基づいて、前記
元素として算出される白金の５～４００ｇ／ｆｔ3の範囲に及ぶ量で含有され得、白金は
、前記リーンＮＯxトラップ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に
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、１０～３００ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３０～２５０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは
５０～２００ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは８０～１８０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１
００～１５０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１２０～１３０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは
１２５～１３５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有されることが好ましい。
【００７９】
　本発明によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒はパラジウムを含むことが、さ
らに好ましい。前記リーンＮＯxトラップ触媒中に白金を含む本発明の特定の好ましい実
施形態に関しては、パラジウムが、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得
る量に関しても、同様に特に制限はない。したがって、例として、本発明の特定の好まし
い実施形態に従って、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含有されるパラジウムは
、前記ＬＮＴの総体積に基づいて、前記元素として算出されるパラジウムの１～５０ｇ／
ｆｔ3の範囲に及ぶ量で存在し得、好ましくは、パラジウムは、前記第二のリーンＮＯxト
ラップ触媒中に、３～４０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５～３０ｇ／ｆｔ3、さらに好ま
しくは８～２５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１０～２０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１
２～１８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１４～１６ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される。
【００８０】
　最後に、本発明によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒はロジウムを含むこと
がさらに好ましい。前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に、パラジウム、及び／又は
白金を含む本発明の特定の好ましい実施形態に関しては、ロジウムが、前記第二のリーン
ＮＯxトラップ触媒中に含有され得る量に関しても、同様に特に制限はない。したがって
、例として、ロジウムは、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に、前記ＬＮＴの総体
積に基づいて、前記元素として算出されるロジウムの０．１～２０ｇ／ｆｔ3の範囲に及
ぶ量で含有され得、好ましくは、ロジウムは、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に
、０．５～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～
８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ／
ｆｔ3の範囲の量で含有される。
【００８１】
　前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒が、１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は１
種以上の白金族金属を含む、本発明の特定の好ましい実施形態によれば、前記１種以上の
アルカリ土類金属、及び前記１種以上の白金族金属は、前記フロースルー基板上に、任意
の適切な方法でそれぞれ供給され得るので、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び前記
１種以上の白金族金属は、互いに独立して、前記フロースルー基板上に直接含有され得る
か、及び／又は次に前記フロースルー基板上に供給される別の担体材料上で、前記ＬＮＴ
に含有され得る。しかしながら、本発明によれば、前記１種以上のアルカリ土類金属、及
び／又は前記１種以上の白金族金属、好ましくは前記１種以上のアルカリ土類金属、及び
前記１種以上の白金族金属は、担体材料上に、特に次に前記ＬＮＴの前記フロースルー基
板上に担持される粒子担体材料上に担持されていることが好ましい。したがって、本発明
の特定の好ましい実施形態によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、本発明の
任意の好ましい実施形態に従って、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は、好ま
しくは及び前記白金族金属を、それぞれ粒子担体材料上に含むことが好ましい。前記特定
の好ましい実施形態に従って使用され得る前記担体に関しては、特に制限は適用されない
ので、任意の適切な粒子担体材料が、これらの目的で使用され得る。したがって、例とし
て、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び前記１種以上の白金族金属が、それぞれ担持
されている前記粒子担体は、互いに独立して、アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チ
タニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、
セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグネシア－アル
ミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－ア
ルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに
好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、
バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、ランタナ－



(25) JP 2018-526195 A 2018.9.13

10

20

30

40

50

アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群
から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア、
セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれら
の２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、セリア、セリア－アル
ミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択され得、さらに好ましくは、前
記粒子担体材料は、アルミナ、及び／又はセリア、好ましくはγ－アルミナである。
【００８２】
　本発明によれば、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、パラジウム及び白金の両方
を含み、前記白金族金属は、粒子担体材料上に担持されていることが特に好ましい。前記
好ましい実施形態によれば、白金及びパラジウムが、同じ粒子上に少なくとも一部、若し
くは完全に担持されているかどうか、又は白金及びパラジウムが、前記粒子担体材料の別
の粒子上に担持されているかどうかに関しては、制限はない。しかしながら、本発明によ
れば、白金及びパラジウムは、前記粒子担体材料の同じ粒子上に担持されていることが特
に好ましく、さらに好ましくは、前記粒子担体材料は、アルミナ、シリカ、アルミナ－シ
リカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－ア
ルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、
ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合
物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ
、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アル
ミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の
混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－ア
ルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上
の混合物からなる群から選択され、さらに好ましくは、前記粒子担体材料は、アルミナ、
好ましくはγ－アルミナである。
【００８３】
　上述の特に好ましい実施形態の代わりに、又はそれに加えて、前記第二のリーンＮＯx

トラップ触媒は、ロジウムを含み、ロジウムは、好ましくは、粒子担体材料上に担持され
ている。白金及びパラジウムに関して、ロジウムが担持され得る粒子担体材料の種類又は
数に関しては特に制限はないが、本発明の前記特定の好ましい実施形態に従って、ロジウ
ムは、アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニ
ア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セ
リア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジ
ルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、
アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、ランタナ－アル
ミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から
選択される粒子担体材料上に担持されていることが好ましく、さらに好ましくは、前記粒
子担体材料はセリア、及び／又はセリア－アルミナ、好ましくはセリアである。
【００８４】
　前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒が、白金、パラジウム、及びロジウムを含み、前
記成分の全てが、１種以上の粒子担体材料上に供給される、本発明の特に好ましい実施形
態に関して、１種以上の前記元素が、１種以上の粒子担体材料の同じ粒子上に少なくとも
一部、若しくは完全に担持されているかどうか、又は前記３種の白金族金属の２種が、１
種以上の粒子担体材料の粒子上に少なくとも一部、若しくは完全に担持されており、且つ
第３の白金族金属が、前記粒子担体材料の別の粒子上に担持されているかどうかに関して
も、同様に特に制限はない。しかしながら、本発明によれば、前記第二のリーンＮＯxト
ラップ触媒が、白金、パラジウム、及びロジウムを含み、ロジウムは、パラジウム及び白
金に比べて、前記粒子担体材料の別の粒子上に担持されていることが特に好ましい。
【００８５】
　本発明によれば、本発明に従う前記排出ガス処理システムの前記ＬＮＴの任意の好まし
い、及び特に好ましい実施形態に従って、前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は
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前記１種以上の白金族金属がその上に担持されている前記粒子担体材料の大きさに関して
は、特に制限は適用されない。従って、例として、前記粒子担体材料の平均粒径Ｄ９０は
０．５～２５μｍの範囲に及び得、好ましくは、前記平均粒径Ｄ９０は１～２０μｍ、さ
らに好ましくは３～１５μｍ、さらに好ましくは６～１２μｍ、さらに好ましくは８～１
０μｍの範囲に及ぶ。
【００８６】
　本発明によれば、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従って、前記粒子担体材料
が、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に含有され得る量に関しては、特に制限はな
い。したがって、例として、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒は、前記粒子担体材料
を、前記ＬＮＴの総体積に基づいて、０．５～２０ｇ／ｉｎ3の範囲に及ぶ量で含み得、
好ましくは、前記粒子担体材料は、前記第二のリーンＮＯxトラップ触媒中に、１～１５
ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは２～１０ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｉｎ3、
さらに好ましくは３．５～６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは４～５．５ｇ／ｉｎ3、さらに
好ましくは４．３～５．２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは４．５～５ｇ／ｉｎ3、さらに好
ましくは４．７～４．９ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは４．７５～４．８５ｇ／ｉｎ3の範
囲の量で含まれる。
【００８７】
　本発明によれば、前記排出ガス処理システムが、前記ＬＮＴの上流に位置するディーゼ
ル酸化触媒をさらに含み、燃焼機関からの排出ガスが前記ディーゼル酸化触媒を通り、続
いて前記ＬＮＴを通って流れ得るように、前記ＬＮＴは、前記ディーゼル酸化触媒と流体
連通していることが好ましい。
【００８８】
　本発明の触媒化煤フィルターは、パッシブＳＣＲを利用する排出ガス処理システムにお
いて、非常に効果的であるが、本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従って、前記排
出ガス処理システムは、内燃機関からの前記排出ガス中へ、あるいは特定の時点で、ＮＯ

x変換を達成するための特定の要求に応じて、アンモニアが原位置で、及び／又は前記パ
ッシブＳＣＲシステムを支援して発生される、前記排出ガス処理システムへ、アンモニア
源、及び／又は１種以上の炭化水素を注入する手段をさらに含み得ることも排除されない
。したがって、本発明によれば、前記排出ガス処理システムは、前記内燃機関からの前記
排出ガス流中へ、アンモニア源、及び／又は１種以上の炭化水素を注入する手段をさらに
含み、前記注入手段が、前記ＬＮＴの下流、及び前記ＣＳＦの上流に位置することが好ま
しい。
【００８９】
　最後に、本発明によれば、上記に定義したその任意の特定の好ましい実施形態に従う前
記排出ガス処理システムは、内燃機関、好ましくは希薄燃焼内燃機関をさらに含むことが
好ましく、さらに好ましくは、前記内燃機関は、ディーゼルエンジンである。
【００９０】
　さらに、本発明はまた、内燃機関からの排出ガス処理の方法であって、内燃機関からの
排出ガスを、本出願に定義したその任意の特定の好ましい実施形態に従う前記触媒化煤フ
ィルターの前記入口チャネルに通過させる工程を含むか、又は本出願に定義したその任意
の特定の好ましい実施形態に従う排出ガス処理システムに通過させる工程による方法に関
連する。
【００９１】
　最後に、本発明は、本出願に記載された本発明の方法の任意の特定の好ましい実施形態
に従って得られる、及び／又は得られ得る触媒化煤フィルターを含む、本出願に記載され
た本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従う触媒化煤フィルターの使用方法に関連す
る。さらに、本発明は、本出願に記載された本発明の任意の特定の好ましい実施形態に従
う排出ガス処理システムの使用方法に関連する。本発明の使用方法に関して、上記の触媒
化煤フィルター、又は排出ガス処理システムが使用され得る用途に関しては、一切制限は
なく、互いに独立して、前記触媒化煤フィルター又は前記排出ガス処理システムは、排出
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ガスの処理のため、好ましくは内燃機関からの排出ガス中のＮＯx、炭化水素、及び一酸
化炭素の同時処理のため、さらに好ましくは、内燃機関からの排出ガス中のＮＯxの貯蔵
及び変換のため、及び／又はＮＯxの選択的触媒還元のため、及び／又は炭化水素及び一
酸化炭素の酸化のための、さらに好ましくは、同時の内燃機関からの排出ガス中のＮＯx

の貯蔵及び変換、ＮＯxの選択的触媒還元、及び炭化水素及び一酸化炭素の酸化のために
使用され得る。本発明によれば、本出願に記載された任意の特定の好ましい実施形態に従
う前記触媒化煤フィルター、又は本出願に記載された任意の特定の好ましい実施形態に従
う前記排出ガス処理システムは、ディーゼルエンジンからの排出ガス中のＮＯxの選択的
触媒還元に使用されることが特に好ましい。
【００９２】
　本発明は、それぞれ従属関係で示される組合せ及び実施形態を含む、以下の特定の好ま
しい実施形態によってさらに特徴付けられる。
【００９３】
　１．触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）であって、
　前記ＣＳＦは、多孔質壁流基板、リーンＮＯxトラップ（ＬＮＴ）触媒、及び選択的触
媒還元（ＳＣＲ）のための触媒を含み、
　前記壁流基板が、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在する基板軸方向
の長さ、及び前記壁流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含み、前記複数の
チャネルは、開放入口端及び閉鎖出口端を有する入口チャネル、並びに閉鎖入口端及び開
放出口端を有する出口チャネルを含み、
　前記ＬＮＴ触媒は、前記入口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＬＮＴ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた入口チャネル壁の一部は、前記入口端か
ら前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在し（０＜ｘ＜１００）、
　前記ＳＣＲ触媒は、前記出口チャネル壁の表面の一部、及び前記ＳＣＲ触媒でコーティ
ングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の細孔の表面の少なくとも一部に
供給され、前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた出口チャネル壁の一部は、前記出口端か
ら前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで延在する触媒化煤フィルター。
【００９４】
　２．ｘが５～９５、好ましくは１５～８５、さらに好ましくは２５～７５、さらに好ま
しくは３５～６５、さらに好ましくは４５～５５の範囲である実施形態１に記載の触媒化
煤フィルター。
【００９５】
　３．前記多孔質壁流基板が、前記壁流基板の各壁がそれぞれ入口チャネルの表面である
第一の表面、及び出口チャネルの表面である第二の表面を有するように、交互に塞がれた
入口端及び出口端を有するハニカム基板である実施形態１又は２に記載の触媒化煤フィル
ター。
【００９６】
　４．前記基板の壁が、４０～８５％、好ましくは４５～８０％、さらに好ましくは５０
～７５％、さらに好ましくは５５～７０％、さらに好ましくは６０～６５％の範囲の多孔
度を示す実施形態１～３のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【００９７】
　５．前記基板の壁の平均細孔径が、５～５０μｍの範囲、好ましくは、１０～４０μｍ
、さらに好ましくは１３～３５μｍ、さらに好ましくは１５～３０μｍ、さらに好ましく
は１７～２５μｍ、さらに好ましくは１８～２２μｍの範囲である実施形態１～４のいず
れか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【００９８】
　６．前記壁流基板が構成される材料が、金属、金属酸化物、及びセラミック材料からな
る群から選択される１種以上、好ましくは、コーディエライト、チタン酸アルミニウム、
炭化ケイ素、ムライト、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される１種以
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上を含み、さらに好ましくは、前記壁流基板は、コーディエライト、チタン酸アルミニウ
ム又は炭化ケイ素から、好ましくは炭化ケイ素から作られる実施形態１～５のいずれか１
項に記載の触媒化煤フィルター。
【００９９】
　７．前記ＬＮＴ触媒が、前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記入口チャネル壁の表
面から、前記コーティングされていない基板の壁の厚さの１０％以上の深さまで、好まし
くは前記コーティングされていない基板の壁の厚さの１５％以上の深さまで、さらに好ま
しくは２０％以上、さらに好ましくは３５％以上、さらに好ましくは４０％以上、さらに
好ましくは５０％以上の深さまで、さらに好ましくは７０％以上の深さまで延在する前記
ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記チャネル壁の表面下の前記チャネル壁内の前記細孔
の表面の少なくとも一部に供給される実施形態１～６のいずれか１項に記載の触媒化煤フ
ィルター。
【０１００】
　８．前記ＳＣＲ触媒が、前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記出口チャネル壁の表
面から、前記コーティングされていない基板の壁の厚さの１０％以上の深さまで、好まし
くは前記コーティングされていない基板の壁の厚さの１５％以上の深さまで、さらに好ま
しくは２０％以上、さらに好ましくは３５％以上、さらに好ましくは４０％以上、さらに
好ましくは５０％以上の深さまで、さらに好ましくは７０％以上の深さまで延在する前記
ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記チャネル壁の一部の表面下の前記チャネル壁内の前
記細孔の表面の少なくとも一部に供給される実施形態１～７のいずれか１項に記載の触媒
化煤フィルター。
【０１０１】
　９．前記ＳＣＲ触媒が、１種以上のゼオライト、好ましくは、ＢＥＡ、ＣＨＡ、ＦＡＵ
、ＦＥＲ、ＨＥＵ、ＬＥＶ、ＭＥＩ、ＭＥＬ、ＭＦＩ、ＭＯＲ（それらの２種以上の混合
構造、及び組合せを含む）からなる群から、さらに好ましくはＢＥＡ、ＣＨＡ、ＬＥＶ、
ＭＦＩ（それらの２種以上の混合構造、及び組合せを含む）からなる群から選択される構
造型を有する１種以上のゼオライトを含み、さらに好ましくは、前記１種以上のゼオライ
トは、ＢＥＡ及び／又はＣＨＡ構造型の、好ましくはＣＨＡ構造型のものであり、さらに
好ましくは、前記１種以上のゼオライトは、チャバサイトを含み、好ましくは、前記１種
以上のゼオライトはチャバサイトである実施形態１～８のいずれか１項に記載の触媒化煤
フィルター。
【０１０２】
　１０．前記１種以上のゼオライトが、１種以上の遷移金属、好ましくはＰｔ、Ｐｄ、Ｒ
ｈ、Ｃｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｖ、Ｎｂ、及びそれらの２種以上の混合物からなる
群から選択される１種以上の遷移金属、さらに好ましくはＣｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ
、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される１種以上の遷移金属を含有し
、さらに好ましくは、前記１種以上のゼオライトが、Ｃｕ及び／又はＦｅ、好ましくはＣ
ｕを含有する実施形態９に記載の触媒化煤フィルター。
【０１０３】
　１１．前記１種以上の遷移金属が、前記ゼオライト中にイオン交換によって、及び／又
は含浸によって、好ましくはイオン交換によって導入されている実施形態１０に記載の触
媒化煤フィルター。
【０１０４】
　１２．任意に１種以上の遷移金属を含有する前記１種以上のゼオライトが、前記出口端
から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで延在する前記ＳＣＲでコーティングされた
前記触媒化煤フィルターの一部に、前記出口端から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％
まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、か焼状態で、任意に１種以上
の遷移金属を含有する、前記１種以上のゼオライトの総質量として算出される０．０５～
６ｇ／ｉｎ3の範囲、好ましくは０．１～５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～４ｇ／
ｉｎ3、さらに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ3
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、さらに好ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．５～１．９ｇ／ｉｎ3の
範囲の量で含有される実施形態１０又は１１に記載の触媒化煤フィルター。
【０１０５】
　１３．前記ＳＣＲ触媒の平均粒径Ｄ９０が、前記基板の壁の平均細孔径の２５％以下で
あり、好ましくは０．５～２０μｍ、さらに好ましくは１～１５μｍ、さらに好ましくは
３～１０μｍ、さらに好ましくは４～８μｍ、さらに好ましくは５～７μｍの範囲である
実施形態１～１２のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１０６】
　１４．前記ＬＮＴ触媒が、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで延在する前
記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に、前記入口端から前
記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、０
．０５～６ｇ／ｉｎ3の範囲の量で、好ましくは０．１～５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは
０．５～４ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１～２
．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．５～１．
９ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有される実施形態１～１３のいずれか１項に記載の触媒化煤
フィルター。
【０１０７】
　１５．前記ＬＮＴ触媒が、１種以上のアルカリ土類金属、好ましくは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂ
ａ、Ｓｒ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から、さらに好ましくはＭｇ、Ｃａ
、Ｂａ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上のアルカリ土
類金属を含み、さらに好ましくは、前記ＬＮＴ触媒が、Ｍｇ、及び／又はＢａ、好ましく
はＢａを含む実施形態１～１４のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１０８】
　１６．前記１種以上のアルカリ土類金属が、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ
％まで延在する前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記ＣＳＦの一部に、前記入口端か
ら前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記ＣＳＦの体積に基づいて、酸化物とし
て算出される１種以上のアルカリ土類金属の０．０１～２ｇ／ｉｎ3の範囲の量で、好ま
しくは０．０５～１ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．１～０．８ｇ／ｉｎ3、さらに好ま
しくは０．１５～０．６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２～０．４５ｇ／ｉｎ3、さら
に好ましくは０．２５～０．３８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２８～０．３５ｇ／
ｉｎ3、さらに好ましくは０．３０～０．３３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３１～０
．３２ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有される実施形態１５に記載の触媒化煤フィルター。
【０１０９】
　１７．前記ＬＮＴ触媒が、１種以上の酸素貯蔵成分を含み、好ましくは前記１種以上の
酸素貯蔵成分が、ジルコニア、セリア、ランタナ、プラセオジミア、ネオジミア、及びそ
れらの混合物からなる群から選択され、好ましくは、前記１種以上の酸素貯蔵成分が、セ
リア、及び／又はプラセオジミア、さらに好ましくはセリアを含み、さらに好ましくはセ
リア、及び／又はプラセオジミア、さらに好ましくはセリアが、前記ＬＮＴ触媒中に、前
記１種以上の酸素貯蔵成分として含有される実施形態１～１６のいずれか１項に記載の触
媒化煤フィルター。
【０１１０】
　１８．前記１種以上の酸素貯蔵成分が、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％ま
で延在する前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記ＣＳＦの一部に、前記入口端から前
記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記ＣＳＦの体積に基づいて、０．０１～３ｇ
／ｉｎ3の範囲の量で、好ましくは０．０５～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．１～１
．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２～１．２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３～
１ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．４～０．８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．４５～
０．７ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～０．６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５
３～０．５５ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有される実施形態１６に記載の触媒化煤フィルタ
ー。
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【０１１１】
　１９．前記ＳＣＲ触媒が、前記出口端から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで延
在する前記ＳＣＲ触媒でコーティングされた前記触媒化煤フィルターの一部に、前記出口
端から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで測定された前記ＣＳＦの体積に基づいて
、０．０５～６ｇ／ｉｎ3の範囲の量で、好ましくは０．１～５ｇ／ｉｎ3の範囲の量で、
さらに好ましくは０．５～４ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに
好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好まし
くは１．５～１．９ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有される実施形態１～１８のいずれか１項
に記載の触媒化煤フィルター。
【０１１２】
　２０．前記ＬＮＴ触媒が、１種以上の白金族金属、好ましくはＰｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ｉｒ
、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から、さらに好ましくはＰｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、
及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上の白金族金属を含み、
さらに好ましくは、前記ＬＮＴ触媒は、Ｐｔ、さらに好ましくはＰｔ及びＰｄ、さらに好
ましくはＰｔ、Ｐｄ、及びＲｈを含む実施形態１～１９のいずれか１項に記載の触媒化煤
フィルター。
【０１１３】
　２１．前記１種以上の白金族金属が、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで
延在する前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記ＣＳＦの一部に、前記入口端から前記
基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記ＣＳＦの体積に基づいて、前記元素として算
出される１種以上の白金族金属の１～２００ｇ／ｆｔ3の範囲の量で、好ましくは５～１
５０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１０～１２０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３０～１０
０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４０～８０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５０～７０ｇ／
ｆｔ3、さらに好ましくは５５～６５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される実施形態２０に記
載の触媒化煤フィルター。
【０１１４】
　２２．前記ＬＮＴ触媒が、白金を含み、白金が、前記入口端から前記基板軸方向の長さ
のｘ％まで延在する前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記ＣＳＦの一部に、前記入口
端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記ＣＳＦの体積に基づいて、前記元
素として算出される白金の０．５～１８０ｇ／ｆｔ3の範囲の量で、好ましくは１～１４
０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５～１１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１０～９０ｇ／
ｆｔ3、さらに好ましくは３０～７０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４０～６０ｇ／ｆｔ3

、さらに好ましくは５０～５５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される実施形態１～２１のい
ずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１１５】
　２３．前記ＬＮＴ触媒が、パラジウムを含み、パラジウムが、前記入口端から前記基板
軸方向の長さのｘ％まで延在する前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記ＣＳＦの一部
に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記ＣＳＦの体積に基づ
いて、前記元素として算出されるパラジウムの０．０５～１８ｇ／ｆｔ3の範囲の量で、
好ましくは０．１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは０．５～１２ｇ／ｆｔ3、さらに好
ましくは１～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～
６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される実施形
態１～２２のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１１６】
　２４．前記ＬＮＴ触媒が、ロジウムを含み、ロジウムが、前記入口端から前記基板軸方
向の長さのｘ％まで延在する前記ＬＮＴ触媒でコーティングされた前記ＣＳＦの一部に、
前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記ＣＳＦの体積に基づいて
、前記元素として算出されるロジウムの０．０５～１８ｇ／ｆｔ3の範囲の量で、好まし
くは０．１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは０．５～１２ｇ／ｆｔ3、さらに好ましく
は１～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～６ｇ／
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ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される実施形態１～
２３のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１１７】
　２５．前記ＬＮＴ触媒中に含有される前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は、
好ましくは及び前記白金族金属が、粒子担体材料上に担持されており、前記粒子担体材料
が、好ましくはアルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、
ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バ
リア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－ア
ルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア
、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ
－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セ
リア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリ
ア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２
種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコ
ニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア －アルミナ、ランタナ－アル
ミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から
、さらに好ましくはアルミナ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－
セリア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択され、さらに好ま
しくは、前記粒子担体材料が、ジルコニア－アルミナ、及び／又はマグネシア－セリア－
アルミナである実施形態１５～２４のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１１８】
　２６．前記ＬＮＴ触媒が、白金及びパラジウムを含み、白金及びパラジウムが、前記粒
子担体材料の同じ粒子上に担持されており、前記粒子担体材料が、アルミナ、シリカ、ア
ルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、
バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、マグネシア
、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタ
ナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物から
なる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジル
コニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－ア
ルミナ、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、
ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さら
に好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、
マグネシア－セリア －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミ
ナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、ジルコ
ニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、及びそれらの２種
以上の混合物からなる群から選択され、さらに好ましくは、前記粒子担体材料は、マグネ
シア－セリア－アルミナであり、好ましくは、前記マグネシア－セリア－アルミナは、マ
グネシア及びセリアでドープされているアルミナからなり、さらに好ましくは、アルミナ
は、１００質量％のマグネシア－セリア－アルミナに基づいて、１～３０質量％のマグネ
シア、さらに好ましくは５～２５質量％のマグネシア、さらに好ましくは１０～２０質量
％のマグネシア、さらに好ましくは１２～１８質量％のマグネシア、さらに好ましくは１
４～１６質量％のマグネシアで、且つそれと独立して、１００質量％のマグネシア－セリ
ア－アルミナに基づいて、０．５～２５質量％のセリア、さらに好ましくは１～２０質量
％のセリア、さらに好ましくは５～１５質量％のセリア、さらに好ましくは７～１２質量
％のセリア、さらに好ましくは９～１１質量％のセリアでドープされている実施形態２５
に記載の触媒化煤フィルター。
【０１１９】
　２７．前記ＬＮＴ触媒が、ロジウムを含み、ロジウムが、アルミナ、シリカ、アルミナ
－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア
－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグ
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ネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジ
ルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群
から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア
－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ
、マグネシア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタ
ナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ま
しくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネ
シア－セリア －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及
びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、ジルコニア－
アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、及びそれらの２種以上の
混合物からなる群から選択される粒子担体材料上に担持されており、前記粒子担体材料は
ジルコニア－アルミナであり、好ましくは前記ジルコニア－アルミナは、ジルコニアでド
ープされているアルミナからなり、さらに好ましくは、アルミナは、１００質量％のジル
コニア－アルミナに基づいて、１～５０質量％のジルコニア、さらに好ましくは５～４０
質量％のジルコニア、さらに好ましくは１０～３０質量％のジルコニア、さらに好ましく
は１５～２５質量％のジルコニア、さらに好ましくは１８～２２質量％のジルコニアでド
ープされている実施形態２５又は２６に記載の触媒化煤フィルター。
【０１２０】
　２８．前記ＬＮＴ触媒が、白金、パラジウム、及びロジウムを含み、ロジウムは、パラ
ジウム及び白金よりも、前記粒子担体材料の別の粒子上に担持されている実施形態２５～
２７のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１２１】
　２９．前記粒子担体材料の平均粒径Ｄ９０が、互いに独立して、前記基板の壁の平均細
孔径の２５％以下であり、好ましくは０．５～２５μｍ、さらに好ましくは１～２０μｍ
、さらに好ましくは３～１５μｍ、さらに好ましくは６～１２μｍ、さらに好ましくは８
～１０μｍの範囲である実施形態２５～２８のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター
。
【０１２２】
　３０．前記ＬＮＴ触媒が、前記粒子担体材料を、前記入口端から前記基板軸方向の長さ
のｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、０．０５～５ｇ／ｉｎ
3、好ましくは０．１～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～２．５ｇ／ｉｎ3、さら
に好ましくは１．０～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～１．８ｇ／ｉｎ3、さらに
好ましくは１．４～１．６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましく１．４５～１．５５ｇ／ｉｎ3の範
囲の量で含む実施形態２５～２９のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１２３】
　３１．触媒化煤フィルター、好ましくは、実施形態１～３０のいずれか１項に記載の触
媒化煤フィルターを製造する方法であって、
　（ｉ）多孔質壁流基板であり、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在す
る基板軸方向の長さ、及び前記壁流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含み
、前記複数のチャネルは、開放入口端及び閉鎖出口端を有する入口チャネル、並びに閉鎖
入口端及び開放出口端を有する出口チャネルを含む多孔質壁流基板を供給する工程と、
　（ｉｉ）粒子担体材料にロジウム化合物の水溶液を含浸させる工程と、
　（ｉｉｉ）（ｉｉ）で得られた前記含浸された粒子担体材料をか焼し、担持Ｒｈ粉末を
供給する工程と、
　（ｉｖ）粒子担体材料を蒸留水と混合し、続いて、そこにパラジウム化合物の水溶液、
及び白金化合物の水溶液を添加し、第一のスラリーを供給する工程と、
　（ｖ）前記担持Ｒｈ粉末、１種以上の酸素貯蔵材料、及び１種以上のアルカリ土類金属
化合物を（ｉｖ）で得られた前記第一のスラリーに添加し、第二のスラリーを供給する工
程と、
　（ｖｉ）任意に前記第二のスラリーを粉砕する工程（前記第二のスラリーは、前記多孔
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質壁流基板の壁の平均細孔径の２５％以下である平均粒径Ｄ９０を示す）と、
　（ｖｉｉ）固体ＳＣＲ触媒を蒸留水中に懸濁し、任意に結果として生じる混合物を粉砕
し、第三のスラリーを供給する工程（前記第三のスラリーは、前記多孔質壁流基板の壁の
平均細孔径の２５％以下である平均粒径Ｄ９０を示す）と、
　（ｖｉｉｉ）前記壁流基板の前記入口端を前記第二のスラリー中に、前記入口端から延
在する前記基板軸方向の長さのｘ％まで浸すことによって、前記壁流基板の前記入口チャ
ネル壁の一部をコーティングする工程（０＜ｘ＜１００）と、
　（ｉｘ）前記第二のスラリーから前記壁流基板を除去し、前記入口チャネルから過剰な
スラリーを除去する工程と、
　（ｘ）前記壁流基板の前記出口端を前記第三のスラリー中に、前記出口端から延在する
前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで浸すことによって、前記壁流基板の前記出口チ
ャネル壁の一部をコーティングする工程、と
　（ｘｉ）前記第三のスラリーから前記壁流基板を除去し、前記出口チャネルから過剰な
スラリーを除去する工程と、
　（ｘｉｉ）任意に前記コーティングされた壁流基板を乾燥、及び／又はか焼する工程と
、
を含む製造方法。
【０１２４】
　３２．工程（ｉｉ）における前記含浸が、初期湿潤によって達成される実施形態３１に
記載の方法。
【０１２５】
　３３．工程（ｉｘ）及び（ｘ）の間に、前記コーティングされた壁流フィルター基板が
乾燥、及び／又はか焼の工程を受ける実施形態３１又は３２に記載の方法。
【０１２６】
　３４．前記１工程以上の乾燥工程における乾燥温度が、互いに独立して、５０～２００
℃、好ましくは７０～１８０℃、さらに好ましくは８０～１５０℃、さらに好ましくは９
０～１３０℃、さらに好ましくは１００～１２０℃の範囲である実施形態３１～３３のい
ずれか１項に記載の方法。
【０１２７】
　３５．前記１工程以上のか焼工程におけるか焼温度が、互いに独立して、２５０～８０
０℃、好ましくは３００～６００℃、さらに好ましくは３５０～５５０℃、さらに好まし
くは４００～５００℃、さらに好ましくは４３０～４８０℃、さらに好ましくは４４０～
４６０℃の範囲である実施形態３１～３４のいずれか１項に記載の方法。
【０１２８】
　３６．前記１工程以上のか焼工程におけるか焼時間が、互いに独立して、０．１～５時
間、好ましくは０．３～３時間、さらに好ましくは０．５～２時間、さらに好ましくは０
．７～１．５時間、さらに好ましくは０．８～１．３時間、さらに好ましくは０．９～１
．１時間の範囲である実施形態３１～３５のいずれか１項に記載の方法。
【０１２９】
　３７．ｘが、５～９５、好ましくは１５～８５、さらに好ましくは２５～７５、さらに
好ましくは３５～６５、さらに好ましくは４５～５５の範囲である実施形態３１～３６の
いずれか１項に記載の方法。
【０１３０】
　３８．工程（ｉｉ）において、前記ロジウム化合物が、ロジウム塩、好ましくは硝酸ロ
ジウム、硫酸ロジウム、塩化ロジウム、酢酸ロジウム、及びそれらの２種以上の混合物か
らなる群から選択されるロジウム塩であり、さらに好ましくは、前記ロジウム塩が、硝酸
ロジウムである実施形態３１～３７のいずれか１項に記載の方法。
【０１３１】
　３９．工程（ｉｖ）において、前記パラジウム化合物が、パラジウム塩、好ましくは硝
酸パラジウム、硫酸パラジウム、塩化パラジウム、塩化テトラアミンパラジウム、及びそ
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れらの２種以上の混合物からなる群から選択されるパラジウム塩であり、さらに好ましく
は、前記パラジウム塩が、硝酸パラジウムである実施形態３１～３８のいずれか１項に記
載の方法。
【０１３２】
　４０．工程（ｉｖ）において、前記白金化合物が、白金塩、好ましくは硝酸白金、硫酸
白金、塩化白金、白金テトラモノエタノールアミン水酸化物、及びそれらの２種以上の混
合物からなる群から選択される白金塩であり、さらに好ましくは、前記白金塩が、パラジ
ウム白金テトラモノエタノールアミン水酸化物である実施形態３１～３９のいずれか１項
に記載の方法。
【０１３３】
　４１．工程（ｖ）において添加される、前記１種以上の酸素貯蔵材料が、ジルコニア、
セリア、ランタナ、プラセオジミア、ネオジミア、及びそれらの混合物からなる群から選
択され、好ましくは、前記１種以上の酸素貯蔵材料が、セリア、及び／又はプラセオジミ
ア、さらに好ましくはセリアを含み、さらに好ましくはセリア、及び／又はプラセオジミ
ア、さらに好ましくはセリアが、工程（ｖ）において前記１種以上の酸素貯蔵材料として
添加される実施形態３１～４０のいずれか１項に記載の方法。
【０１３４】
　４２．工程（ｖ）において添加される、前記１種以上のアルカリ土類金属が、Ｍｇ、Ｃ
ａ、Ｂａ、Ｓｒ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から、さらに好ましくはＭｇ
、Ｃａ、Ｂａ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択され、さらに好ましく
は、Ｍｇ、及び／又はＢａ、好ましくはＢａが、工程（ｖ）において、前記１種以上のア
ルカリ土類金属として添加される実施形態３１～４１のいずれか１項に記載の方法。
【０１３５】
　４３．工程（ｉ）において供給される前記多孔質壁流基板が、前記壁流基板の各壁がそ
れぞれ入口チャネルの表面である第一の表面、及び出口チャネルの表面である第二の表面
を有するように、交互に塞がれた入口端及び出口端を有するハニカム基板である実施形態
３１～４２のいずれか１項に記載の方法。
【０１３６】
　４４．工程（ｉ）において供給される前記多孔質壁流基板が、４０～８５％、好ましく
は４５～８０％、さらに好ましくは５０～７５％、さらに好ましくは５５～７０％、さら
に好ましくは６０～６５％の範囲の多孔度を示す実施形態３１～４３のいずれか１項に記
載の方法。
【０１３７】
　４５．工程（ｉ）において供給される前記多孔質壁流基板の壁の平均細孔径が、５～５
０μｍ、好ましくは、１０～４０μｍ、さらに好ましくは１３～３５μｍ、さらに好まし
くは１５～３０μｍ、さらに好ましくは１７～２５μｍ、さらに好ましくは１８～２２μ
ｍの範囲である実施形態３１～４４のいずれか１項に記載の方法。
【０１３８】
　４６．工程（ｉ）において供給される前記多孔質壁流基板が構成される材料が、金属、
金属酸化物、及びセラミック材料からなる群から選択される１種以上、好ましくは、コー
ディエライト、チタン酸アルミニウム、炭化ケイ素、ムライト、及びそれらの２種以上の
混合物からなる群から選択される１種以上を含み、さらに好ましくは、前記壁流基板が、
コーディエライト、チタン酸アルミニウム、又は炭化ケイ素から、好ましくは炭化ケイ素
から作られる実施形態３１～４５のいずれか１項に記載の方法。
【０１３９】
　４７．前記固体ＳＣＲ触媒が、１種以上のゼオライト、好ましくは、ＢＥＡ、ＣＨＡ、
ＦＡＵ、ＦＥＲ、ＨＥＵ、ＬＥＶ、ＭＥＩ、ＭＥＬ、ＭＦＩ、ＭＯＲ（それらの２種以上
の混合構造、及び組合せを含む）からなる群から、さらに好ましくはＢＥＡ、ＣＨＡ、Ｌ
ＥＶ、ＭＦＩ（それらの２種以上の混合構造、及び組合せを含む）からなる群から選択さ
れる構造型を有する１種以上のゼオライトを含み、さらに好ましくは、前記１種以上のゼ
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オライトが、ＢＥＡ及び／又はＣＨＡ構造型の、好ましくはＣＨＡ構造型のものであり、
さらに好ましくは、前記１種以上のゼオライトが、チャバサイトを含み、好ましくは、前
記１種以上のゼオライトがチャバサイトである実施形態３１～４６のいずれか１項に記載
の方法。
【０１４０】
　４８．前記１種以上のゼオライトが、１種以上の遷移金属、好ましくはＰｔ、Ｐｄ、Ｒ
ｈ、Ｃｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｖ、Ｎｂ、及びそれらの２種以上の混合物からなる
群から選択される１種以上の遷移金属、さらに好ましくはＣｕ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ
、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される１種以上の遷移金属を含有し
、さらに好ましくは前記１種以上のゼオライトが、Ｃｕ及び／又はＦｅ、好ましくはＣｕ
を含有する実施形態４７に記載の方法。
【０１４１】
　４９．前記１種以上の遷移金属が、前記ゼオライト中にイオン交換によって、及び／又
は含浸によって、好ましくはイオン交換によって導入されている実施形態４８に記載の方
法。
【０１４２】
　５０．工程（ｘ）及び（ｘｉ）において、任意に１種以上の遷移金属を含有する前記１
種以上のゼオライトが、前記壁流基板上に、前記出口端から前記基板軸方向の長さの１０
０－ｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づいて、か焼状態で、任意に
１種以上の遷移金属を含有する、前記１種以上のゼオライトの総質量として算出される０
．０５～６ｇ／ｉｎ3、好ましくは０．１～５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５～４ｇ
／ｉｎ3、さらに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１～２．５ｇ／ｉｎ
3、さらに好ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．５～１．９ｇ／ｉｎ3

の範囲の量でコーティングされる実施形態４７～４９のいずれか１項に記載の方法。
【０１４３】
　５１．工程（ｖｉｉ）において、前記固体ＳＣＲ触媒の平均粒径Ｄ９０が、０．５～２
０μｍ、好ましくは１～１５μｍ、さらに好ましくは３～１０μｍ、さらに好ましくは４
～８μｍ、さらに好ましくは５～７μｍの範囲である実施形態３１～５０のいずれか１項
に記載の方法。
【０１４４】
　５２．工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、ロジウムが、前記壁流基板上に、前記
入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に
基づいて、前記元素として算出されるロジウムの０．０５～１８ｇ／ｆｔ3の範囲の量で
、好ましくは０．１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは０．５～１２ｇ／ｆｔ3、さらに
好ましくは１～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４
～６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ／ｆｔ3の範囲の量でコーティングさ
れる実施形態３１～５１のいずれか１項に記載の方法。
【０１４５】
　５３．工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、パラジウムが、前記壁流基板上に、前
記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積
に基づいて、前記元素として算出されるパラジウムの０．０５～１８ｇ／ｆｔ3の範囲の
量で、好ましくは０．１～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは０．５～１２ｇ／ｆｔ3、さ
らに好ましくは１～１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましく
は４～６ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４．５～５．５ｇ／ｆｔ3の範囲の量でコーティン
グされる実施形態３１～５２のいずれか１項に記載の方法。
【０１４６】
　５４．工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、白金が、前記壁流基板上に、前記入口
端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルターの体積に基づ
いて、前記元素として算出される白金の０．５～１８０ｇ／ｆｔ3の範囲の量、好ましく
は１～１４０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５～１１０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１０
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～９０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３０～７０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４０～６０
ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５０～５５ｇ／ｆｔ3の範囲の量でコーティングされる実施
形態３１～５３のいずれか１項に記載の方法。
【０１４７】
　５５．工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記１種以上の酸素貯蔵成分が、前記
壁流基板上に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤
フィルターの体積に基づいて、０．０１～３ｇ／ｉｎ3の範囲の量で、好ましくは０．０
５～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．１～１．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２
～１．２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３～１ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．４～
０．８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．４５～０．７ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．
５～０．６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．５３～０．５５ｇ／ｉｎ3の範囲の量でコー
ティングされる実施形態３１～５４のいずれか１項に記載の方法。
【０１４８】
　５６．工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記１種以上のアルカリ土類金属が、
前記壁流基板上に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒
化煤フィルターの体積に基づいて、０．０１～２ｇ／ｉｎ3の範囲の量で、好ましくは０
．０５～１ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．１～０．８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０
．１５～０．６ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２～０．４５ｇ／ｉｎ3、さらに好まし
くは０．２５～０．３８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２８～０．３５ｇ／ｉｎ3、さ
らに好ましくは０．３０～０．３３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３１～０．３２ｇ
／ｉｎ3の範囲の量でコーティングされる実施形態３１～５５のいずれか１項に記載の方
法。
【０１４９】
　５７．工程（ｉｉ）の前記粒子担体材料が、アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チ
タニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、
セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグネシア－アル
ミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－ア
ルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに
好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、
バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、マグネシア
－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニ
ア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミ
ナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア
 －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２
種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、ジルコニア－アルミナ、セ
リア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からな
る群から選択され、前記粒子担体材料が、ジルコニア－アルミナであり、好ましくは、前
記ジルコニア－アルミナが、ジルコニアでドープされているアルミナからなり、さらに好
ましくは、アルミナが、１００質量％のジルコニア－アルミナに基づいて、１～５０質量
％のジルコニア、さらに好ましくは５～４０質量％のジルコニア、さらに好ましくは１０
～３０質量％のジルコニア、さらに好ましくは１５～２５質量％のジルコニア、さらに好
ましくは１８～２２質量％のジルコニアでドープされている実施形態３１～５６のいずれ
か１項に記載の方法。
【０１５０】
　５８．工程（ｉｖ）の前記粒子担体材料が、アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チ
タニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、
セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、マグネシア、マグネシア－アル
ミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－ア
ルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに
好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、
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バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、マグネシア
－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニ
ア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミ
ナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア－アルミナ、マグネシア－セリア
 －アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２
種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、ジルコニア－アルミナ、セ
リア－アルミナ、マグネシア－セリア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からな
る群から選択され、さらに好ましくは、前記粒子担体材料が、マグネシア－セリア－アル
ミナであり、好ましくは、前記マグネシア－セリア－アルミナが、マグネシア及びセリア
でドープされているアルミナからなり、さらに好ましくは、アルミナが、１００質量％の
マグネシア－セリア－アルミナに基づいて、１～３０質量％のマグネシア、さらに好まし
くは５～２５質量％のマグネシア、さらに好ましくは１０～２０質量％のマグネシア、さ
らに好ましくは１２～１８質量％のマグネシア、さらに好ましくは１４～１６質量％のマ
グネシアで、且つそれと独立して、１００質量％のマグネシア－セリア－アルミナに基づ
いて、０．５～２５質量％のセリア、さらに好ましくは１～２０質量％のセリア、さらに
好ましくは５～１５質量％のセリア、さらに好ましくは７～１２質量％のセリア、さらに
好ましくは９～１１質量％のセリアでドープされている実施形態３１～５７のいずれか１
項に記載の方法。
【０１５１】
　５９．工程（ｉｉ）及び（ｉｖ）の前記粒子担体材料の平均粒径Ｄ９０が、互いに独立
して、０．５～２５μｍ、さらに好ましくは１～２０μｍ、さらに好ましくは３～１５μ
ｍ、さらに好ましくは６～１２μｍ、さらに好ましくは８～１０μｍの範囲である実施形
態３１～５８のいずれか１項に記載の方法。
【０１５２】
　６０．工程（ｖｉｉｉ）及び（ｉｘ）において、前記粒子担体材料が、前記壁流基板上
に、前記入口端から前記基板軸方向の長さのｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルター
の体積に基づいて、０．０５～５ｇ／ｉｎ3、好ましくは０．１～３ｇ／ｉｎ3、さらに好
ましくは０．５～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．０～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ま
しくは１．３～１．８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．４～１．６ｇ／ｉｎ3、さらに好
ましくは１．４５～１．５５ｇ／ｉｎ3の範囲の量でコーティングされる実施形態３１～
５９のいずれか１項に記載の方法。
【０１５３】
　６１．工程（ｘ）及び（ｘｉ）において、前記ＳＣＲ触媒が、前記壁流基板上に、前記
出口端から前記基板軸方向の長さの１００－ｘ％まで測定された前記触媒化煤フィルター
の体積に基づいて、０．０５～６ｇ／ｉｎ3、好ましくは０．１～５ｇ／ｉｎ3、さらに好
ましくは０．５～４ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．８～３ｇ／ｉｎ3、さらに好ましく
は１～２．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．３～２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは１．
５～１．９ｇ／ｉｎ3の範囲の量でコーティングされる実施形態３１～６０のいずれか１
項に記載の方法。
【０１５４】
　６２．実施形態３１～６１のいずれか１項に記載の方法に従って得られ得る、及び／又
は得られる、好ましくは実施形態１～３０のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター。
【０１５５】
　６３．実施形態１～３０、又は６２のいずれか１項に記載の触媒化煤フィルター（ＣＳ
Ｆ）、及び前記ＣＳＦの上流に位置するリーンＮＯxトラップ（ＬＮＴ）を含む排出ガス
処理システムであって、内燃機関からの排出ガスが前記ＬＮＴを通り、続いて前記ＣＳＦ
を通って流れ得るように、前記ＬＮＴ及び前記ＣＳＦが、互いに流体連通し、前記ＬＮＴ
が、入口端、出口端、前記入口端と前記出口端の間に延在する基板軸方向の長さ、及び壁
流基板の内壁によって規定される複数のチャネルを含むフロースルー基板を含み、前記フ
ロースルー基板が、ＬＮＴ触媒でコーティングされている排出ガス処理システム。
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【０１５６】
　６４．前記ＬＮＴ触媒が、１種以上のアルカリ土類金属、好ましくは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂ
ａ、Ｓｒ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から、さらに好ましくはＭｇ、Ｃａ
、Ｂａ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上のアルカリ土
類金属を含み、さらに好ましくは前記ＬＮＴ触媒が、Ｍｇ、及び／又はＢａ、好ましくＢ
ａ、さらに好ましくはＭｇ及びＢａを含む実施形態６３に記載の排出ガス処理システム。
【０１５７】
　６５．前記１種以上のアルカリ土類金属が、前記ＬＮＴ触媒中に、前記ＬＮＴの総体積
に基づいて、元素として算出される１種以上のアルカリ土類金属の０．０５～２ｇ／ｉｎ
3の範囲の量、好ましくは０．１～１．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．２～１ｇ／ｉ
ｎ3、さらに好ましくは０．２５～０．７ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３～０．５ｇ
／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３５～０．４５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３７～
０．４２ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは０．３９～０．４ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含有され
る実施形態６４に記載の排出ガス処理システム。
【０１５８】
　６６．前記ＬＮＴ触媒が、１種以上の白金族金属、好ましくは、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ｉ
ｒ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から、さらに好ましくは、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒ
ｈ、及びそれらの２種以上の組合せからなる群から選択される１種以上の白金族金属を含
み、さらに好ましくは、前記ＬＮＴ触媒が、Ｐｔ、さらに好ましくはＰｔ及びＰｄ、さら
に好ましくはＰｔ、Ｐｄ、及びＲｈを含む実施形態６３～６５のいずれか１項に記載の排
出ガス処理システム。
【０１５９】
　６７．前記１種以上の白金族金属が、前記ＬＮＴ触媒中に、前記ＬＮＴの総体積に基づ
いて、前記元素として算出される１種以上の白金族金属の１０～４００ｇ／ｆｔ3の範囲
の量で、好ましくは３０～３００ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５０～２５０ｇ／ｆｔ3、
さらに好ましくは８０～２２０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１００～２００ｇ／ｆｔ3、
さらに好ましくは１３０～１８０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１４０～１６０ｇ／ｆｔ3

、さらに好ましくは１４５～１５５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される実施形態６６に記
載の排出ガス処理システム。
【０１６０】
　６８．前記ＬＮＴ触媒が白金を含み、白金が、前記ＬＮＴ触媒中に、前記ＬＮＴの総体
積に基づいて、前記元素として算出される白金の５～４００ｇ／ｆｔ3の範囲の量で、好
ましくは１０～３００ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは３０～２５０ｇ／ｆｔ3、さらに好ま
しくは５０～２００ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは８０～１８０ｇ／ｆｔ3、さらに好まし
くは１００～１５０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１２０～１３０ｇ／ｆｔ3、さらに好ま
しくは１２５～１３５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される実施形態６３～６７のいずれか
１項に記載の排出ガス処理システム。
【０１６１】
　６９．前記ＬＮＴ触媒がパラジウムを含み、パラジウムが、前記ＬＮＴ触媒中に、前記
ＬＮＴの総体積に基づいて、前記元素として算出されるパラジウムの１～５０ｇ／ｆｔ3

の範囲の量で、好ましくは３～４０ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは５～３０ｇ／ｆｔ3、さ
らに好ましくは８～２５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１０～２０ｇ／ｆｔ3、さらに好ま
しくは１２～１８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１４～１６ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有さ
れる実施形態６３～６８のいずれか１項に記載の排出ガス処理システム。
【０１６２】
　７０．前記ＬＮＴ触媒がロジウムを含み、ロジウムが、前記ＬＮＴ触媒中に、前記ＬＮ
Ｔ触媒の総体積に基づいて、前記元素として算出されるロジウムの０．１～２０ｇ／ｆｔ
3の範囲の量で、好ましくは０．５～１５ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは１～１０ｇ／ｆｔ
3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｆｔ3、さらに好ましくは４～６ｇ／ｆｔ3、さらに好ま
しくは４．５～５．５ｇ／ｆｔ3の範囲の量で含有される実施形態６３～６９のいずれか



(39) JP 2018-526195 A 2018.9.13

10

20

30

40

50

１項に記載の排出ガス処理システム。
【０１６３】
　７１．前記ＬＮＴ触媒中に含有される前記１種以上のアルカリ土類金属、及び／又は好
ましくは前記１種以上の白金族金属が、粒子担体材料上に担持されており、前記粒子担体
材料が、好ましくは、アルミナ、シリカ、アルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アル
ミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミ
ナ、バリア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ
、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好まし
くはアルミナ、アルミナ－シリカ、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、バリア
－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリヤ－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミ
ナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から、
さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アルミナ、セリア、セリア
－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及びそれらの２種
以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、セリア、セリア－アルミナ、
及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択され、さらに好ましくは、前記粒子担
体材料が、アルミナ、及び／又はセリア、好ましくはγ－アルミナである実施形態６４～
７０のいずれか１項に記載の排出ガス処理システム。
【０１６４】
　７２．前記ＬＮＴ触媒が白金及びパラジウムを含み、白金及びパラジウムが、前記粒子
担体材料の同じ粒子上に担持されており、好ましくは、前記粒子担体材料が、アルミナ、
シリカ、アルミナ－シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－
アルミナ、バリア－アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、
ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそ
れらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ
、チタニア－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、セリア－アルミナ、
バリヤ－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、及
びそれらの２種以上の混合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シ
リカ、ジルコニア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、
及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択され、さらに好ましくは、前記粒子担
体材料が、アルミナ、好ましくはγ－アルミナである実施形態７１に記載の排出ガス処理
システム。
【０１６５】
　７３．前記ＬＮＴ触媒がロジウムを含み、ロジウムが、アルミナ、シリカ、アルミナ－
シリカ、チタニア、チタニア－アルミナ、ジルコニア、ジルコニア－アルミナ、バリア－
アルミナ、セリア、セリア－アルミナ、バリア－セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ
、ランタナ－ジルコニア－アルミナ、チタニア－ジルコニア、及びそれらの２種以上の混
合物からなる群から、さらに好ましくはアルミナ、アルミナ－シリカ、ジルコニア－アル
ミナ、セリア、セリア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコニア－アルミ
ナ、及びそれらの２種以上の混合物からなる群から選択される粒子担体材料上に担持され
ており、さらに好ましくは、前記粒子担体材料はセリア、及び／又はセリア－アルミナ、
好ましくはセリアである実施形態７１又は７２に記載の排出ガス処理システム。
【０１６６】
　７４．前記ＬＮＴ触媒が白金、パラジウム、及びロジウムを含み、ロジウムが、パラジ
ウム及び白金に比べて、前記粒子担体材料の別の粒子上に担持されている実施形態７１～
７３のいずれか１項に記載の排出ガス処理システム。
【０１６７】
　７５．前記粒子担体材料の平均粒径Ｄ９０が、０．５～２５μｍ、さらに好ましくは１
～２０μｍ、さらに好ましくは３～１５μｍ、さらに好ましくは６～１２μｍ、さらに好
ましくは８～１０μｍの範囲である実施形態７１～７４のいずれか１項に記載の排出ガス
処理システム。



(40) JP 2018-526195 A 2018.9.13

10

20

30

40

50

【０１６８】
　７６．前記ＬＮＴ触媒が、前記粒子担体材料を、前記ＬＮＴの総体積に基づいて、０．
５～２０ｇ／ｉｎ3、好ましくは１～１５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは２～１０ｇ／ｉｎ
3、さらに好ましくは３～８ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは３．５～６ｇ／ｉｎ3、さらに
好ましくは４～５．５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは４．３～５．２ｇ／ｉｎ3、さらに好
ましくは４．５～５ｇ／ｉｎ3、さらに好ましくは４．７～４．９ｇ／ｉｎ3、さらに好ま
しくは４．７５～４．８５ｇ／ｉｎ3の範囲の量で含む実施形態７１～７５のいずれか１
項に記載の排出ガス処理システム。
【０１６９】
　７７．前記排出ガス処理システムが、前記ＬＮＴの上流に位置するディーゼル酸化触媒
（ＤＯＣ）をさらに含み、前記ＬＮＴ触媒が、燃焼機関からの排出ガスが前記ＤＯＣを通
り、続いて前記ＬＮＴを通って流れ得るように、前記ＬＮＴが、前記ＤＯＣと流体連通し
ている実施形態６３～７６のいずれか１項に記載の排出ガス処理システム。
【０１７０】
　７８．前記排出ガス処理システムが、前記内燃機関からの前記排出ガス中へ、アンモニ
ア源、及び／又は１種以上の炭化水素を注入する手段をさらに含み、前記注入手段が、前
記ＬＮＴの下流、及び前記ＣＳＦの上流に位置する実施形態６３～７７のいずれか１項に
記載の排出ガス処理システム。
【０１７１】
　７９．前記排出ガス処理システムが、内燃機関をさらに含み、前記内燃機関が、好まし
くはディーゼルエンジンである実施形態６３～７８のいずれか１項に記載の排出ガス処理
システム。
【０１７２】
　８０．内燃機関からの排出ガス処理の方法であって、内燃機関からの排出ガスを、実施
形態６３～７９のいずれか１項に記載の排出ガス処理システムに通過させる工程を含む方
法。
【０１７３】
　８１．実施形態１～３０のいずれか、若しくは６２に記載の触媒化煤フィルター、又は
実施形態６３～７９のいずれか１項に記載の排出ガス処理システムの、排出ガス処理のた
めの、好ましくは内燃機関からの排出ガス中のＮＯx、炭化水素、及び一酸化炭素の同時
処理のための、さらに好ましくは、内燃機関からの排出ガスのＮＯxの貯蔵及び変換のた
め、及び／又は選択的触媒還元のため、及び／又は炭化水素及び一酸化炭素の酸化のため
の、さらに好ましくは、同時の内燃機関からの排出ガス中のＮＯxの貯蔵及び変換、ＮＯx

の選択的触媒還元、及び炭化水素及び一酸化炭素の酸化のための、さらに好ましくは、デ
ィーゼルエンジンからの排出ガスの選択的触媒還元のための使用方法。
【実施例】
【０１７４】
［実験セクション］
　以下の実施例及び比較例を通して、反対のことが示されない限り、質量／体積、特にｇ
／ｆｔ3、及びｇ／ｉｎ3で示される値は、体積単位当たりの、最終的な触媒中の所定の元
素、化合物、若しくは材料の、前記元素の質量に基づく、又は前記化合物、若しくは材料
の乾燥（か焼）質量に基づく負荷量のことを丁寧に称し、前記体積は、その断面積及び長
さに基づいて算出される前記モノリス、又はハニカムの体積のことを称する。したがって
、前記各触媒を調製するために特に使用される前記モノリス、又はハニカムの形状、及び
寸法に応じて、前記元素、化合物、若しくは材料、及び／又はそれらの各前駆体の量は、
実施例に定義した所定の負荷量を達成するように選択される。
【０１７５】
　元素、化合物、又は材料が、前記モノリス、又はハニカムの軸方向の長さの一部にのみ
供給される場合、特に他に規定がなければ、前記負荷量は、前記モノリス、又はハニカム
の軸方向の部分上に、前記元素、化合物、又は材料が、供給されている質量のことを称す
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る。
【０１７６】
［参考例１：フロースルー基板上の上流ＬＮＴ］
　前記ＬＮＴを調製するため、１．４１ｇ／ｉｎ3の５０％／５０％セリア／アルミナを
酢酸バリウムの水溶液（０．２９ｇ／ｉｎ3　ＢａＯ）で含浸した。結果として得られた
粉末を、５９０℃で２時間か焼し、結果として１７質量％ＢａＯ含有量を有するＢａ／セ
リア材料を得た。
【０１７７】
　第一に、１ｇ／ｉｎ3の高多孔質γ－アルミナを、アンミン安定化ヒドロキソＰｔＩＶ
錯体（ammine stabilized hydroxo Pt IV complex）として白金を有する白金溶液で含浸
し、Ｐｔ１３０ｇ／ｆｔ3の乾燥含有量を得て、第二に硝酸パラジウムの水溶液で含浸し
、１５ｇ／ｆｔ3の最終乾燥Ｐｄ含有量を得た。結果として得られた５５～６５％の固形
分を有する粉末を、水中に分散させた。
【０１７８】
　Ｒｈ含浸のため、セリア（０．４ｇ／ｉｎ3　ＣｅＯ2）を水中へ、４３％の固形分で分
散させた。硝酸Ｒｈの溶液を前記セリアスラリーに添加し、５ｇ／ｆｔ3の最終乾燥Ｒｈ
含有量を得た。
【０１７９】
　セリア（１．９９５ｇ／ｉｎ3　ＣｅＯ2）上のＢａ含浸のため、セリアを、酢酸バリウ
ムの水溶液（０．１０５ｇ／ｉｎ3）で含浸した。結果として得られた粉末を、５９０℃
で２時間か焼し、結果として５質量％ＢａＯ含有量を有するＢａ／セリア材料を得た。
【０１８０】
　結果として得られたＲｈ／セリアスラリー、Ｂａ／セリア材料（２．１ｇ／ｉｎ3）、
Ｂａ／Ｃｅ／Ａｌ材料（１．７ｇ／ｉｎ3）、酢酸マグネシウム四水和物（０．３ｇ／ｉ
ｎ3　ＭｇＯ）、及び酢酸ジルコニウム（０．０５ｇ／ｉｎ3　ＺｒＯ2）を、Ｐｔ／Ｐｄ
／アルミナスラリーに添加した。次くスラリーを、９μｍの粒径Ｄ９０に粉砕した。最終
的なスラリーを、金属フロースルー基板上にコーティングした。コーティングした基板を
、１１０℃空気で乾燥し、空気中５９０℃でか焼した。
【０１８１】
［比較例１：ＳＣＲコーティング入口（１００％）＋Ｐｄコーティング出口（５０％）を
有する壁流フィルター］
　銅チャバサイト（ＣｕＣＨＡ）を水中に懸濁し、３０～４０％の固形分を有するスラリ
ーを作製し、その後このスラリーをＤ90＝６μｍに粉砕した。これとは別に、５％ＳｉＯ

2でドープし、予備粉砕したＡｌ2Ｏ3粉末（９０％の前記粒子は５マイクロメーター未満
：Ｄ90＝５μｍ）を水中に懸濁し、２５％の固形分にした。硝酸パラジウム溶液（水中２
０質量％）を、前記懸濁液中に撹拌しながら滴加し、５質量％シリカでドープしたアルミ
ナ粉末上に０．９５質量％のＰｄの負荷を供給した。
【０１８２】
　２０μｍの平均細孔径で、６３％の多孔度を有し、２．４７リットルの体積を有する炭
化ケイ素製の壁流フィルターハニカム基板を準備した。第一に、Ｐｄスラリーを前記フィ
ルターの出口側からコーティングした。この趣旨で、前記基板を、前記スラリー中へ前記
出口側を下にして浸漬し、前記フィルター基板の５０％被覆率に達するスラリーレベルの
上に前記入口側を保持した。前記基板をスラリーから引き出し、空気流を前記チャネル単
位の前記入口側から、ウォッシュコートスラリーが前記出口側から出なくなるまで吹く付
けた。その後、前記コーティングした試料を１１０℃で２時間乾燥し、４５０℃で１時間
か焼し、結果として、前記フィルターの出口側の５０％を、５％ＳｉＯ2でドープした０
．１５ｇ／ｉｎ3（ｇ／（２．５４ｃｍ）3）のＡｌ2Ｏ3粉末上の５ｇ／ｆｔ3（ｇ／（３
０．４８ｃｍ）3）Ｐｄでコーティングした。
【０１８３】
　次いで、最後に、前記基板の入口側の全長を浸漬し、前記出口側を前記スラリーレベル
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の上１／４インチ（２．５４ｃｍ）に保持することによって、前記Ｃｕ－ＣＨＡスラリー
を前記入口側から前記フィルターの全長に沿ってコーティングした。過剰のスラリーを前
記出口側から吹き付けて除去した後、前記コーティングした試料を１１０℃で２時間乾燥
し、４５０℃で１時間か焼し、結果として、前記フィルターの入口側の以下に示したパー
セントを、１．１ｇ／ｉｎ3（ｇ／（２．５４ｃｍ）3）のＣｕＣＨＡでコーティングした
。
【０１８４】
［比較例３：ＬＮＴコーティングした入口（１００％）を有する壁流フィルター］
　第一に、１５質量％ＭｇＯ、及び１０質量％セリア（基板上乾燥含有量０．８５ｇ／ｆ
ｔ3）でドープした高多孔質アルミナを、アンミン安定化ヒドロキソＰｔＩＶ錯体として
白金を有する白金溶液で含浸し、５０ｇ／ｆｔ3の乾燥Ｐｔ含有量を得て、第二に硝酸パ
ラジウムの水溶液で含浸し、５ｇ／ｆｔ3の最終乾燥Ｐｄ含有量を得た。結果として得ら
れた６０～６５％の固形分を有する粉末を、水中に分散させた。
【０１８５】
　Ｒｈ含浸のため、２０質量％のジルコニア（０．２ｇ／ｉｎ3）でドープした高多孔質
アルミナを、硝酸Ｒｈの溶液（元素として算出された５ｇ／ｆｔ3Ｒｈ）で含浸した。結
果として得られた粉末を、５９０℃で２時間か焼し、結果として５ｇ／ｆｔ3Ｒｈ含有量
を有するＲｈ／Ｚｒ／アルミナ材料を得た。
【０１８６】
　結果として得られたＲｈ／Ｚｒ／アルミナ材料、セリア（０．４５ｇ／ｉｎ3）、酢酸
バリウム（０．１８５ｇ／ｉｎ3　ＢａＯ）、及び酢酸ジルコニア（０．０３ｇ／ｉｎ3　
ＺｒＯ2）を、前記Ｐｔ／Ｐｄ／Ｍｇ／Ｃｅ／Ａｌアルミナスラリーに添加した。次くス
ラリーを、９μｍの粒径ｄ９０に粉砕した。
【０１８７】
　２０μｍの平均細孔径で、６３％の多孔度を有し、２．４７リットルの体積を有する炭
化ケイ素製の壁流フィルターハニカム基板を準備した。
【０１８８】
　その後、前記基板の全長を、入口側から前記スラリー中に浸漬することによって、前記
最終スラリーを入口側から前記フィルターの全長に沿ってコーティングした。前記出口側
は、前記スラリーレベルの上１／４インチ（２．５４ｃｍ）に保持した。過剰のスラリー
を出口側から吹き付けて除去した後、前記コーティングした試料を１１０℃で２時間乾燥
し、４５０℃で１時間か焼し、結果として、前記フィルターの入口側の以下に示したパー
セントを、１．７ｇ／ｉｎ3（ｇ／（２．５４ｃｍ）3）のＬＮＴコーティングでコーティ
ングした。
【０１８９】
［比較例４：ＬＮＴコーティングした入口（５０％）を有する壁流フィルター］
　比較例３に記載した通り、ＬＮＴスラリーを調製した。
【０１９０】
　２０μｍの平均細孔径で、６３％の多孔度を有し、２．４７リットルの体積を有する炭
化ケイ素製の壁流フィルターハニカム基板を準備した。
【０１９１】
　前記基板の入口側を下にして前記スラリー中に浸漬することによって、前記最終スラリ
ーを、前記入口側から前記フィルターの長さの５０％に沿ってコーティングした。前記出
口側は、前記フィルター基板の５０％被覆率に達するスラリーレベルの上に保持した。過
剰のスラリーを出口側から吹き付けて除去した後、前記コーティングした試料を１１０℃
で２時間乾燥し、４５０℃で１時間か焼し、結果として、前記フィルターの入口側の以下
に示したパーセントを、１．７ｇ／ｉｎ3（ｇ／（２．５４ｃｍ）3）のＬＮＴコーティン
グでコーティングした。
【０１９２】
［実施例１：ＬＮＴコーティングした入口（５０％）＋ＳＣＲコーティングした出口（５
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０％）を有する壁流フィルター］
　比較例３に記載した通り、ＬＮＴスラリーを調製した。
【０１９３】
　前記出口のコーティング用のＳＣＲスラリーを調製するため、銅チャバサイト（ＣｕＣ
ＨＡ）を水中に懸濁し、３０～４０％の固形分を有するスラリーを作製した。このスラリ
ーをＤ90＝６μｍに粉砕した。
【０１９４】
　２０μｍの平均細孔径で、６３％の多孔度を有し、２．４７リットルの体積を有する炭
化ケイ素製の壁流フィルターハニカム基板を準備した。
【０１９５】
　第一に、前記基板の入口側を下にして前記スラリー中に浸漬することによって、前記最
終ＬＮＴスラリーを、前記入口側から前記フィルターの長さの５０％に沿ってコーティン
グした。前記出口側は、前記フィルター基板の５０％被覆率に達するスラリーレベルの上
に保持した。過剰のスラリーを出口側から吹き付けて除去した後、前記コーティングした
試料を１１０℃で２時間乾燥し、４５０℃で１時間か焼し、結果として、前記フィルター
の入口側の以下に示したパーセントを、１．７ｇ／ｉｎ3（ｇ／（２．５４ｃｍ）3）のＬ
ＮＴコーティングでコーティングした。
【０１９６】
　次いで、最後に、前記基板の出口側を下にして前記スラリー中に浸漬することによって
、前記Ｃｕ－ＣＨＡスラリーを、前記出口側から前記フィルターの長さの５０％に沿って
コーティングした。前記入口側は、前記フィルター基板の５０％被覆率に達するスラリー
レベルの上に保持した。過剰のスラリーを入口側から吹き付けて除去した後、前記コーテ
ィングした試料を１１０℃で２時間乾燥し、４５０℃で１時間か焼し、結果として、前記
フィルターの入口側の以下に示したパーセントを、１．７ｇ／ｉｎ3（ｇ／（２．５４ｃ
ｍ）3）のＣｕＣＨＡでコーティングした。
【０１９７】
【表１】

【０１９８】
［実施例２：軽量自動車等の国際調和（ＷＬＴＣ）試験サイクル（World Light-Duty Har
monized (WLTC) Test Cycle）－ＤｅＮＯx、ＣＯ、及びＨＣ性能評価］
　前記コーティングしたフィルター基板を、標準ＷＴＬＣ手順により、エンジン試験セル
上で、参考例１に従って調製した、原位置でアンモニアを発生させるための上流ＬＮＴを
有するパッシブＳＣＲシステムとして、評価した。前記試験セルは、Ｅｕｒｏ　６　２Ｌ
エンジンを備えていた。ＷＬＴＣサイクルの最初の１０００ｓにおける平均温度は２４０
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℃であった。試験の前に、前記試料を、オーブン中で、１０％水蒸気を有する空気流下、
８００℃で１６時間時効した（age）。貯蔵されたＮＯxから前記ＬＮＴを再生するため、
ラムダ０．９５でのサイクル中、７箇所の異なる位置で、前記ＷＬＴＣの期間、リッチエ
ンジンモード（rich engine mode）を適用した。前記ＬＮＴを通り、前記下流のコーティ
ングしたフィルター基板を通る前記ＮＯx、ＣＯ、及びＨＣの変換、並びに前記触媒化煤
フィルターを通過した後の、前記排出ガス中の最大アンモニア排出を測定した。結果を表
２に示す。
【０１９９】
【表２】

【０２００】
　表２から理解されるように、実施例１に従う本発明の触媒化煤フィルターによって得ら
れた結果は、ＮＯx変換における最良の結果であり、ＣＯ及びＨＣ変換に関して、比較例
３と互角であるのみである。ＣＯ及びＨＣ変換の突出した結果は、実施例１に従う本発明
の触媒化煤フィルターが比較例３と比較して白金族金属において、半分（！）の負荷量し
か含有していないという事実を考慮すると、全く予期していないことである。したがって
、これらの結果によって実証したように、全く驚くべきことに、本発明によって、特に、
前記触媒化煤フィルターの上流に位置するＬＮＴを使用するパッシブＳＣＲ試験条件下で
、ＮＯxの高い変換率を可能にするだけでなく、全く予期していないことに、低減された
白金族金属の負荷量のみが、その上に存在している事実にもかかわらず、ＣＯ及び炭化水
素の両方の高い変換も可能にする、触媒化煤フィルターが提供され得ることが見出されて
いる。さらに驚くべきことに、実施例１の本発明の触媒試料における前記アンモニアスリ
ップ（ammonia slip）は、比較例１と比較して場合でさえ、ＳＣＲ触媒の半分の量のみが
、その中に含有されている事実にもかかわらず、極めて低い。最後に、選択した試料にお
けるＨ2Ｓ排出の分析は、排出ガス中に高いＨ2Ｓレベルを示す比較例３と比較して、本発
明の実施例１の試料は、効果的にＨ2Ｓ排出を減少することができることが明らかにされ
ている。
【０２０１】
　その結果、上記の結果を考慮し、本出願に定義した特定の設計の触媒化煤フィルターは
、ＮＯx、ＣＯ、及び炭化水素である主排出ガス汚染物質の変換に関してだけでなく、さ
らに、その処理後の排出ガス中に含有される過剰のアンモニアに関しても、及びその中の
Ｈ2Ｓの処理に関しても、非常に効果的な触媒化煤フィルターを提供する。したがって、
驚くべきことに、本出願に定義した本発明の触媒は、排出ガスの処理において、その中に
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含有されている前記成分に関してだけでなく、処理プロセス中の原位置で発生するアンモ
ニアに関しても、予想外に高い能力を示し、環境へのスリッピング（slipping）を効果的
に防止し得る。
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